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このところドローンの農業利用をめぐる議論がかまびすし

いが，人気テレビドラマに無人トラクターが登場するなど，

スマート農機がお茶の間の関心をよんでいる。日本ならでは

の農機といえば田植機であろうが，高度な自律機能を搭載し

た無人田植機も実用段階を迎えており，熟練したオペーレー

タが運転しているかのように整然と田植えを行い，器用に転

回して戻ってくるさまは見事としか言いようがない。日本の

技術力は凄いと思う。

農業を超省力化することで大規模化や担い手不足に対応し

ていこうというのは夢のある取り組みであり，全く理にか

なった方向性であると思う。その一方で，平成のはじめ頃に

似たような場面があったことを想い出す。ガット・ウルグア

イラウンド（UR）対策のために莫大な農業振興予算がつき，

農業の機械化が強く推し進められたのである。貿易の自由

化によって大きな打撃を受ける国内農業を強くするために大

規模化や効率化をすすめて競争力を高めていこうという理屈

は，今と何ら変わらない。

四半世紀も前の話なので正確でないかもしれないが，それ

まで地域や作型によって栽培規格がばらばらであったところ

に標準規格を導入したり，機械の開発コストを下げるため共

通金型を農機メーカーに提供していこうといった狙いがあっ

たと記憶している。さいたま市にある生研機構（昔の農業機

械化研究所，現在は革新工学研究センター）が中心となって，

農機メーカーとの共同開発で，根菜類の収穫機，接ぎ木ロボッ

ト，無人スピードスプレーヤ，防除にも使える汎用型の田植

機など，興味深い農機が続々と開発された。野菜のセル苗技

術もこの時期の成果であったのではないかと思う。

農機開発を含むUR対策予算全体は，その後たいした成果

がなかったと総括されたようだが，この時期の取り組みに

よって栽培様式の標準化がすすんだことは，間違いなくその

後の技術開発のベースになったし，普及しなかったにせよ多

くの優れたアイデアがあったと思っている。必要は発明の母

というが，そもそも農作業において機械化の動機となりうる

課題は，時代が変わってもそう大きく違わないように思う。

ともするとマスコミ受けするハイテク農機ばかりが注目さ

れる中，防除機はいかにも地味で目立たない存在である。ド

ローンによる防除に過大とも思える期待が寄せられているの

はその裏返しとみるが，ドローンに限らずとも防除機や関連

資材にはまだ多くの工夫の余地があると思っている。それを

考えるキーワードのひとつが「女性」ではないかと思う。

担い手不足といわれる中，今各地で女性が農作業に従事す

る光景を目にするようになっている。農業に魅力を感じる若

い女性層も増えていると聞く。そうした動きを先取りし，一

部のメーカーでは女性を意識したプロモーションにも乗り出

している。もし女性の目線でこれまでの防除作業を見直した

らどんな改善点がでてくるのであろうか。折しも今後の農薬

登録に当たって使用者安全評価が厳格化されるそうである。

3Ｋの代表的な農作業であった防除作業を女性の視点から

もっと安全で快適なものにできないものかと思う。

ローテクでもいい，地味なスマート農機の議論におおいに

期待したいものである。
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地味なスマート農機への期待
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ਫ田のࡶ૲防除はϊビΤをはじめと
してその時代に応じて様々なࡶ૲が໰
題となり，そのたびに新たな除૲ࡎが
開発され対応してきた。ۙ೥は，一発
ॲ理ࡎが開発されたことにより，多く
の૲छを �回の除૲ࡎॲ理で防除で
きるようになった。しかし，現在，オ
モμカ，クログワイ，コウキヤガラ，
シζイなどのࡶ૲が全国的に໰題と
なっている。طにこれらの૲छが適用
૲छとして登録されている一発ॲ理ࡎ
も多いが，༗効な薬ࡎとの体ܥॲ理を
前提として実用化Մ能と൑அされたも
のが多い。これら໰題ࡶ૲が増Ճして
きたഎ景には，一発ॲ理ࡎの �回ॲ
理のみにґ存してきたこと，本དྷ必要
な体ܥॲ理を省ུしてきたこと，ݮ農
薬栽培による除૲ࡎ使用回਺の੍限，
手取り除૲がগなくなってきたことな
どがあるのではないかと考えられる。
ۙ೥除૲ࡎの性能が向্しているこ
とから，当ڠձでは໰題ࡶ૲を含めて
�回の除૲ࢄࡎ෍で防除できる除૲ࡎ
の開発をめ͟し，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
の۠෼をઃけ，平成 �� ೥度から実用
化ݧࢼを開࢝した。

���໰୊ࡶ૲Ұൃॲཧࡎͷ
։ൃ

現在，登録あるいは実用性が確ೝさ
れている໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは，当ڠ
ձで新たにઃけた評価ج準によって൑

ఆされた薬ࡎである。これまでの一発
ॲ理ࡎは，ϊビΤをはじめとする一೥
生ࡶ૲およびϗタルイ，ミζガヤπϦ，
ウϦカワ౳を対৅として，Ҡ植後 ��
ʙ �� 日までࡶ૲の発生を཈えること
が目標であった。しかし，オモμカ，
クログワイ，コウキヤガラ，シζイは，
発生期間が௕いという生ଶ的ಛ性か
ら，前ड़の通りこれまでの一発ॲ理ࡎ
では各૲छに༗効とされる薬ࡎとの体
૲ࡶॲ理が前提となっている。໰題ܥ
一発ॲ理ࡎとしての評価は，従དྷから
一発ॲ理ࡎの対৅૲छとして取りѻっ
てきたϊビΤをはじめとする一ൠࡶ૲
はҠ植後 �� ʙ �� 日まで発生を཈੍
し，さらに໰題ࡶ૲（オモμカ，クロ
グワイ，コウキヤガラ，シζイ）には
Ҡ植後 �� ʙ �� 日までे෼な除૲効
果があり，�回ॲ理で従དྷの体ܥॲ理
と同౳の除૲効果がೝめられることを
実用性の൑அج準としている。このج
準に従って実ࢪされた適用性ݧࢼの݁
果から，平成 3� ೥ �݄までに໰題ࡶ
૲一発ॲ理材として実用Մ能と൑ఆさ
れた除૲ࡎは �� ある（表ࡎ ��）。表
�� には，平成 3�೥ �݄までに໰題ࡶ
૲一発ॲ理ࡎとして実用Մ能と൑ఆさ
れた除૲ࡎをࣔした。঎඼໊が記載さ
れている薬ࡎについてはൢചを開࢝し
ている。૲छผにはクログワイを対৅
とする除૲ࡎが࠷も多く，࣍いでオモ
μカ，コウキヤガラである。各薬ࡎの
使用時期の߲目には，ϊビΤをはじめ
とした一ൠࡶ૲を対৅とした適用Մ能
な使用時期がࣔされている。໰題ࡶ૲
であるオモμカ・クログワイ・コウキ

ヤガラを対৅にする場߹には，「実用
化Մ能と൑ఆされたステーδ」の߲に
表ࣔされた生ҭステーδや大きさに߹
わせて薬ࡎをࢄ෍することで �回ॲ
理で体ܥॲ理と同౳の効果が確ೝでき
た。
オモμカでは，実用化Մ能な生ҭス
テーδは「発生前」，「発生前ʙ発生࢝」，
「発生࢝」および「発生前ʙϔラ༿期」
となっている。
クログワイでは，実用化Մ能な時期
は「発生前」，「発生前ʙ発生࢝」，「発
生࢝」，「発生前ʙ૲ৎ ��DN」である。
コウキヤガラでは，実用化Մ能な時
期は「発生࢝ʙ ��DN」から「発生࢝
ʙ 3�DN」までである。
なお，現在のところシζイを対৅と
した໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは開発されて
いないので，ここでは省ུすることと
する。

���໰୊ࡶ૲Ұൃॲཧࡎͷ
ͷཹҙ఺্༺࢖

໰題ࡶ૲，オモμカ，クログワイ，
コウキヤガラの૲छ͝との生ଶ的ಛ性
と໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎにより効果的に
防除するための要点を整理した。
オモμカ，クログワイはմܪのٳ຾
が௕いものがあり，մܪのܗ成深度が
深い্，ਫ田代かき৚݅でも地表下
��ᶲからも出ժするため，発生期間
がඇৗに௕い（؛ࢁら�������খࢁら�
����B
�����C）。そのため，໰題ࡶ
૲一発ॲ理ࡎとして実用化Մ能な除૲
でも，ॲ理時期がૣくオモμカ，クࡎ
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オモダカ クログワイ コウキヤガラ

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

イネヒーロー１キロ粒剤
(メタゾスルフロン：1%，ダイムロン：
10%，ペントキサゾン：3%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

東北 ○ 発生前

北海道 ○ 発生始 発生始～草丈20cm

東北 ○ 発生前～ヘラ葉期 発生始～草丈10cm

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～ヘラ葉期 草丈10cm 発生始～草丈20cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前～草丈10cm 発生始～草丈30cm

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始 発生始～草丈30cm

北海道 ○ 発生始

東北 ○ 発生始

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～ヘラ葉期 草丈10cm 発生始～草丈20cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前～始 発生始～草丈30cm

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始 発生始～草丈30cm

北海道 ○ 発生始

東北 発生前

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～広線形葉2葉期 発生始～草丈15cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前 発生始～草丈25cm

九州 ○ ○ 発生始 発生始 発生始～草丈25cm

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 草丈10cm

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

北海道 ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始 発生前

北陸 ○ 発生前 発生前～始

関東・東海 ○
発生前

～広線形葉2葉期

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始

北海道 発生前～始

東北 ○ 発生始

北陸 ○ 発生前 発生前

近・中・四 発生始

九州 ○ 発生前～始 発生前～始

注1)問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された地域を記載した。

注2)埴土～壌土の水田に加え，砂壌土水田においても適用可能と判定された地域に○を記載した。

注3)普通期栽培に加え，早期栽培においても適用可能と判定された地域に「○」を記載した。

発生始○

MIH-143ジャンボ
(シクロピリモレート：8.6%，ピラゾレー
ト：17.1%，プロピリスルフロン：2.57%)

35g×10ｺ
移植後5日～
ノビエ3葉期

発生前～始

MIH-142フロアブル
(シクロピリモレート：5.5%，ピラゾレー
ト：11%，プロピリスルフロン：1.65%)

500mL
移植後5日～
ノビエ3葉期

MIH-141-1kg粒
(シクロピリモレート：3%，ピラゾレー
ト：6%，プロピリスルフロン：0.9%)

1kg

北海道

北陸 ○

移植後5日～ノビエ3葉期 九州 ○

発生前～始

移植直後～ノビエ3葉期
(東北，北陸の砂土：移
植後5日～ノビエ3葉期)

東北 ○ 発生前～始 発生前

発生前 発生前

移植後5日～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
フロアブル
(プロピリスルフロン：1.7%，ペントキサ
ゾン：3.9%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
１キロ粒剤
(プロピリスルフロン：0.9%，ペントキサ
ゾン：2%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
１キロ粒剤
／ドランゴンホークＺ１キロ粒剤
(プロピリスルフロン：0.9%，ブロモブ
チド：9%，ペントキサゾン：2%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
ジャンボ
(プロピリスルフロン：4.5%，ペントキサ
ゾン：10%)

20g×10ｺ
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
ジャンボ／
ドランゴンホークＺジャンボ
(プロピリスルフロン：3%，ブロモブチ
ド：30%，ペントキサゾン：6.67%)

30g×10ｺ
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
フロアブル／
ドランゴンホークＺフロアブル
(プロピリスルフロン：1.7%，ブロモブ
チド：16.8%，ペントキサゾン：3.7%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

カウンシルコンプリートフロアブル／
ボデーガードプロフロアブル
(トリアファモン：0.97%，テフリルトリオ
ン：5.8%)

500mL
移植後5日～
ノビエ3.5葉期

カウンシルコンプリートジャンボ／
ボデーガードプロジャンボ
(トリアファモン：1.6%，テフリルトリオ
ン：10%)

30g×10ｺ

移植後5日～
ノビエ3葉期

（北陸の砂壌土：移植
後5日～ノビエ2.5葉期）

アッパレZ１キロ粒剤
(ピラクロニル：2%，プロピリスルフロ
ン：0.9%，ブロモブチド：9%)

1kg

移植直後～
ノビエ3葉期

(九州の砂壌土：移植後5
日～ノビエ3葉期)

カウンシルコンプリート１キロ粒剤／
ボデーガードプロ１キロ粒剤
(トリアファモン：0.5%，テフリルトリオ
ン：3.0%)

1kg

移植後5日～
ノビエ3.5葉期

(北陸の壌土：移植直後
～ノビエ3.5葉期)

アッパレZジャンボ
(ピラクロニル：5%，プロピリスルフロ
ン：2.25%，ブロモブチド：22.5%)

40g×10ｺ

移植後3日～
ノビエ3葉期

(九州の砂壌土：移植後5
日～ノビエ3葉期)

アッパレZフロアブル
(ピラクロニル：3.7%，プロピリスルフ
ロン：1.7%，ブロモブチド：16.8%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

表-１ 問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された水稲用除草剤の適用条件

商品名
または試験名

（成分名及び含量）

使用量
/10a

使用時期 地域注1) 砂壌土注2） 早期注3）
問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された

処理時の草種別生育ステージあるいは大きさ
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ログワイが発生する前にॲ理するとこ
れらのࡶ૲の௕い発生期間をカόーで
きず，後࣍発生に対応できず，�回ॲ
理による防除が不Մ能になる場߹があ
る。したがって，オモμカ，クログワ
イには適用Մ能な時期の஗めにॲ理す
るのが効果的である。しかし，一方で
はϊビΤをはじめとするϗタルイ，ウ
Ϧカワ，ミζガヤπϦ౳の一ൠࡶ૲に
対しては，オモμカ，クログワイのॲ
理適期にあわせた஗い時期のॲ理では
Ϧスクがある。したがって，໰題ࡶ૲
一発ॲ理ࡎの多くのࡎのॲ理൩限であ
るϊビΤ 3༿の時期とオモμカ，ク
ログワイの発生࢝めの時期との関܎に
ついて明らかにすることがॏ要である
と考えられた。
コウキヤガラはմܪの๖ժ࠷௿Թ度
が௿く，発生がૣいためૣ期栽培地ଳ
でも代かき前にطに発生している（઒
ౡら�������খࢁら�����）。ߞᠾ，代
かきをていͶいに行いط発生גを౔中
によくຒ຅することが前提となり，コ
ウキヤガラの発生࢝期はҠ植後 �日
ころまでである。また，生ҭがૣい
ので，代かきでていͶいにঅきࠐんだ
としても，3ि間ఔ度で૲ৎ 3�DNに
ୡすることもある。また，薬ࡎをࢄ෍
するまでにコウキヤガラの生ҭにより
ਫҴの生ҭが཈੍されて，ݮ収につな
がるՄ能性がある。そのため効果的な
ॲ理時期は༗効な生ҭステーδのൣғ
内，すなわͪ発生࢝めから૲ৎ 3�ᶲ
までのૣい時期であると考えられる。

���໰୊ࡶ૲ͷੜҭͱϊϏ
Τͷੜҭͱͷؔ܎

前ड़のようにϊビΤをはじめとする
一ൠࡶ૲と໰題ࡶ૲を一発ॲ理ࡎの �
回ॲ理で同時に防除するためには，一
ൠࡶ૲のॏ要な૲छであるϊビΤとそ

れͧれの໰題ࡶ૲の生ҭステーδとの
関܎を明らかにすることがॏ要であ
る。そのため，植ௐڠձで実ࢪしてい
るਫҴ除૲ݧࢼࡎの適 のなかݧࢼ�
で平成 �� ೥から �� ೥にかけて໰題
からݧࢼ૲を対৅に行われた各地のࡶ
໰題ࡶ૲と同時にϊビΤの生ҭが明ら
かになっているデータをूめてղੳし

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

北海道 25 J北海道 5/29 14 3.0 14

北海道 26 J北海道 5/26 14 3.0 13

北海道 27 J北海道 5/27 14 2.5 17

東北 24 秋田 5/20 5 1.5 13

東北 25 J秋田 5/22 9 2.5 12

東北 25 J古川 5/6 22 3.7 18

東北 25 J福島 5/14 14 2.5 17

東北 26 秋田 5/19 11 3.0 11

東北 26 J秋田 5/27 8 3.0 8

東北 26 J古川 5/6 21 3.3 20

東北 26 J福島 5/12 14 2.5 17

東北 27 秋田 5/18 8 2.3 10

東北 27 J秋田 5/25 5 2.0 9

東北 27 J古川 5/6 19 3.5 17

東北 27 J福島 5/12 15 2.5 17

東北 28 J秋田 5/24 9 2.5 9

北陸 25 J新潟 5/18 12 3.0 12

北陸 26 J新潟 5/17 18 4.0 13

北陸 27 J新潟 5/16 17 4.0 11

関東・東海 25 J牛久 5/31 11 2.7 12

関東・東海 26 J牛久 5/30 10 2.5 12

関東・東海 26 J千葉 5/12 10 2.3 14

関東・東海 27 J牛久 5/13 10 2.5 12

近中四 25 J兵庫 6/12 10 3.0 10

近中四 25 J奈良 6/14 10 3.0 11

近中四 26 J兵庫 6/13 5 1.0 12

近中四 26 J奈良 6/13 10 2.7 11

近中四 27 J奈良 6/12 10 2.8 11

九州 26 J福岡 5/28 13 3.0 13

九州 27 J福岡 5/28 10 2.5 13

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

表-㻞䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜸䝰䝎䜹の発⏕ጞᮇ

オモダカ
発生始め

(移植後，日)

移植時期
(月／日)

オモダカ発生
始めのノビエ
の葉齢(葉)

ノビエ3.0葉期
まで日数

(移植後，日)

ද ��　�ਫҴআ૲ࡎద̎ݧࢼʹ͓͚ΔΦϞμΧͷൃੜ࢝ظ　



37�　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����


ログワイが発生する前にॲ理するとこ
れらのࡶ૲の௕い発生期間をカόーで
きず，後࣍発生に対応できず，�回ॲ
理による防除が不Մ能になる場߹があ
る。したがって，オモμカ，クログワ
イには適用Մ能な時期の஗めにॲ理す
るのが効果的である。しかし，一方で
はϊビΤをはじめとするϗタルイ，ウ
Ϧカワ，ミζガヤπϦ౳の一ൠࡶ૲に
対しては，オモμカ，クログワイのॲ
理適期にあわせた஗い時期のॲ理では
Ϧスクがある。したがって，໰題ࡶ૲
一発ॲ理ࡎの多くのࡎのॲ理൩限であ
るϊビΤ 3༿の時期とオモμカ，ク
ログワイの発生࢝めの時期との関܎に
ついて明らかにすることがॏ要である
と考えられた。
コウキヤガラはմܪの๖ժ࠷௿Թ度
が௿く，発生がૣいためૣ期栽培地ଳ
でも代かき前にطに発生している（઒
ౡら�������খࢁら�����）。ߞᠾ，代
かきをていͶいに行いط発生גを౔中
によくຒ຅することが前提となり，コ
ウキヤガラの発生࢝期はҠ植後 �日
ころまでである。また，生ҭがૣい
ので，代かきでていͶいにঅきࠐんだ
としても，3ि間ఔ度で૲ৎ 3�DNに
ୡすることもある。また，薬ࡎをࢄ෍
するまでにコウキヤガラの生ҭにより
ਫҴの生ҭが཈੍されて，ݮ収につな
がるՄ能性がある。そのため効果的な
ॲ理時期は༗効な生ҭステーδのൣғ
内，すなわͪ発生࢝めから૲ৎ 3�ᶲ
までのૣい時期であると考えられる。

���໰୊ࡶ૲ͷੜҭͱϊϏ
Τͷੜҭͱͷؔ܎

前ड़のようにϊビΤをはじめとする
一ൠࡶ૲と໰題ࡶ૲を一発ॲ理ࡎの �
回ॲ理で同時に防除するためには，一
ൠࡶ૲のॏ要な૲छであるϊビΤとそ

れͧれの໰題ࡶ૲の生ҭステーδとの
関܎を明らかにすることがॏ要であ
る。そのため，植ௐڠձで実ࢪしてい
るਫҴ除૲ݧࢼࡎの適 のなかݧࢼ�
で平成 �� ೥から �� ೥にかけて໰題
からݧࢼ૲を対৅に行われた各地のࡶ
໰題ࡶ૲と同時にϊビΤの生ҭが明ら
かになっているデータをूめてղੳし

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

北海道 25 J北海道 5/29 14 3.0 14

北海道 26 J北海道 5/26 14 3.0 13

北海道 27 J北海道 5/27 14 2.5 17

東北 24 秋田 5/20 5 1.5 13

東北 25 J秋田 5/22 9 2.5 12

東北 25 J古川 5/6 22 3.7 18

東北 25 J福島 5/14 14 2.5 17

東北 26 秋田 5/19 11 3.0 11

東北 26 J秋田 5/27 8 3.0 8

東北 26 J古川 5/6 21 3.3 20

東北 26 J福島 5/12 14 2.5 17

東北 27 秋田 5/18 8 2.3 10

東北 27 J秋田 5/25 5 2.0 9

東北 27 J古川 5/6 19 3.5 17

東北 27 J福島 5/12 15 2.5 17

東北 28 J秋田 5/24 9 2.5 9

北陸 25 J新潟 5/18 12 3.0 12

北陸 26 J新潟 5/17 18 4.0 13

北陸 27 J新潟 5/16 17 4.0 11

関東・東海 25 J牛久 5/31 11 2.7 12

関東・東海 26 J牛久 5/30 10 2.5 12

関東・東海 26 J千葉 5/12 10 2.3 14

関東・東海 27 J牛久 5/13 10 2.5 12

近中四 25 J兵庫 6/12 10 3.0 10

近中四 25 J奈良 6/14 10 3.0 11

近中四 26 J兵庫 6/13 5 1.0 12

近中四 26 J奈良 6/13 10 2.7 11

近中四 27 J奈良 6/12 10 2.8 11

九州 26 J福岡 5/28 13 3.0 13

九州 27 J福岡 5/28 10 2.5 13

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

表-㻞䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜸䝰䝎䜹の発⏕ጞᮇ

オモダカ
発生始め

(移植後，日)

移植時期
(月／日)

オモダカ発生
始めのノビエ
の葉齢(葉)

ノビエ3.0葉期
まで日数

(移植後，日)
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た。その݁果が表 �� ʙ表 �� である。
Ҏ下，これらのデータをղੳし，各
໰題ࡶ૲の一発ॲ理ࡎ利用による効果
的な防除๏について考えてみる。

	�
�ΦϞμΧ

ਤ �� にオモμカの発生࢝めのҠ植
後日਺を๺ւಓから۝भまで �つの
地域ผにࣔした。全体的な܏向で見る
と，๺ւಓから੢ೆ地域になるにした
がってオモμカの発生࢝めまで日਺が
୹くなる܏向があった。しかし，とく
に౦๺地域ではݧࢼ場所によりオモμ
カの発生࢝めまで日਺は大きくҟなっ
た。すなわͪ，地域性があるように見
えるがଞの要ҼのӨڹも大きいと考え
られる。
ਤ �� ではオモμカの発生࢝めのҠ
植後日਺をਫҴのҠ植時期により整理
した。同じҠ植時期でもばらつきはあ
るが，全体的にはਫҴのҠ植時期がૣ
い΄どオモμカの発生࢝めまで日਺が
௕く，ਫҴのҠ植時期が஗い΄ど発生
࢝めまで日਺は୹い܏向であった。こ
れらの܏向はݧࢼ点਺が多い౦๺地域
の中でもೝめられた。
ਤ �3 ではオモμカの生ҭとϊビΤ
の生ҭをൺֱした。໰題ࡶ૲一発ॲ理
ࡎのϊビΤに対するॲ理൩限は薬ࡎ
により多গҟなるが΄とんどのࡎで 3
༿であることから，ϊビΤ 3༿まで
のҠ植後日਺とオモμカ発生࢝めまで
日਺との関܎を整理した。全体的な܏
向としてはばらつきはあるものの，ϊ
ビΤ 3༿までに要する日਺が௕くな
るとオモμカの発生࢝めまでの日਺も

地域
໪๘

(န成̝
໪)

試験௙୹

東北 24 ସ田 5/14 13 3.0 13
東北 25 ࠥଛ 5/9 15 2.5 17
東北 25 ௘ॾಗࡻ 5/16 15 3.0 15
東北 25 ɦॾಗ 5/6 25 4.0 19
東北 26 ସ田 5/12 11 2.0 17
東北 26 આ形 5/9 18 3.0 18
東北 26 ࠥଛ 5/9 10 2.1 16
東北 26 ௘ॾಗࡻ 5/16 17 3.0 17
東北 26 ɦॾಗ 5/6 24 4.0 20
東北 27 ସ田 5/11 11 3.0 11
東北 27 ࠥଛ 5/11 8 2.0 15
東北 27 ௘ॾಗࡻ 5/15 17 3.0 17
東北 27 ɦॾಗ 5/6 23 4.0 17
東北 28 ॾಗ 5/13 24 4.5 16
東北 28 ɦॾಗ 5/16 17 3.2 16
北陸 25 ɦం߆ 5/18 14 3.0 12
北陸 26 ం߆ 5/16 13 2.5 15
北陸 26 ɦం߆ 5/17 19 4.5 13
北陸 27 ం߆ 5/14 8 2.0 13
北陸 27 ɦం߆ 5/16 17 4.0 11
北陸 28 ం߆ 5/13 12 3.0 12

関東・東海 25 ɦࡶࢌ 5/31 12 3.0 12
関東・東海 26 ɦࡶࢌ 5/30 12 3.0 12
関東・東海 26 ɦᆂҤ੟ 5/7 16 3.0 16
関東・東海 27 ɦࡶࢌ 5/13 12 3.0 12
関東・東海 28 ɦᆂҤ੟ 5/16 12 2.5 14
関東・東海 28 ɦಒ葉 4/20 17 2.5 19
近中四 24 大ਗ਼ 6/21 13 3.0 13
近中四 24 ထ঄北࿫ 5/28 3 1.0 13
近中四 24 ৹එ 4/12 11 2.0 19
近中四 24 ොଙ 6/5 3 2.0 -
近中四 25 大ਗ਼ 6/1 13 3.7 11
近中四 25 ထ঄ 5/28 6 1.2 -
近中四 25 ɦຽᆖ 6/14 11 2.7 12
近中四 25 ৹එ 4/12 20 2.5 28
近中四 25 ොଙ 6/7 4 2.0 8
近中四 26 大ਗ਼ 6/17 13 3.0 13
近中四 26 ထ঄ 6/16 11 3.0 11
近中四 26 ɦထ঄ 6/13 10 2.8 11
近中四 26 ɦຽᆖ 6/13 11 3.0 11
近中四 26 ࿣࠵ 5/30 10 3.0 10
近中四 26 ৹එ 4/15 20 3.0 20
近中四 27 大ਗ਼ 6/12 12 3.2 11
近中四 27 ຽᆖ 6/12 10 3.0 10
近中四 27 ɦຽᆖ 6/12 11 3.0 11
近中四 27 ৹එ 4/14 17 2.0 -
近中四 28 大ਗ਼ 6/15 13 3.2 12
近中四 28 આশ٭東 5/7 12 3.0 12
近中四 28 ৹එ 4/14 20 3.3 18
九州 25 ɦ࿶ܱ 5/29 14 2.5 16
九州 25 ૠૌ๦ंფ 3/28 21 2.5 23
九州 25 ේ੟ 6/4 15 3.5 13
九州 25 ɦ࿶ܱ 5/28 13 3.0 13
九州 25 ૠૌ๦ 3/25 21 3.0 25
九州 25 ේ੟ 6/4 11 2.5 13
九州 27 ɦ࿶ܱ 5/28 10 2.5 13
九州 28 ंႏ৹९ 5/27 14 2.5 17

注)̜試験௙୹の「ɦ」は植෕ݶࢥの試験地を૙ю。ђのണはީॢの試験य़ࡀࢅ関を૙ю。

表-㻟䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜽䝻䜾䝽䜲の発⏕ጞᮇ

移植時期
(ॉ／日)

クログワイ発生
始Ѷ

(移植後，日)

クログワイ発生
始Ѷのノビエの

葉ᆽ(葉)

ノビエ3.0葉期まќ
日ి

(移植後，日)
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௕くなる܏向がみられた。
ここで，ਤ中の直線はϊビΤ 3༿
まで日਺とオモμカの発生࢝めまで日
਺が同じであることをࣔしている。す
なわͪ，直線্にのっている点はϊビ
Τ 3༿になった時期とオモμカの発
生࢝めの時期が同じであったことをࣔ
す。一方，この線より下ଆにある点
（事ྫ）はϊビΤ 3༿になる前にオモ

μカが発生࢝めになることをࣔしてお
り，この線より্ଆにある点はオモμ
カの発生࢝めがϊビΤ 3༿より஗い
ことをࣔしている。ここではϊビΤ 3
༿になる前にオモμカが発生࢝めとな
るのは（直線より下ଆ）おおよそҠ植
後 ��日Ҏ内にϊビΤ 3༿になる事ྫ
であった。一方ϊビΤ 3༿になった
後オモμカ発生࢝めになったのは（直

線より্ଆ），Ҡ植後 �� 日ʙ �� 日
Ҏ߱にϊビΤ 3༿となる事ྫであり，
このような事ྫは౦๺と๺཮の一部で
あった。
一発ॲ理ࡎで໰題ࡶ૲オモμカを
含めて �回ॲ理で防除する場߹には，
前ड़のようにオモμカの発生ফ௕が௕
いことを考ྀしながら，各薬ࡎのϊビ
Τでࣔされるॲ理൩限までにॲ理する
必要がある。実ࡍにݧࢼを行った事ྫ
から見ると除૲ࡎの実用Մ能な時期が
オモμカの発生前からである薬ࡎは，
ϊビΤ 3༿の൩限ۙくにॲ理するこ
とがオモμカを含めて �回ॲ理で防
除Մ能であると考えられる。しかし，
オモμカの発生࢝めҎ߱で実用化Մ能
とされている薬ࡎは，ここでࣔされた
ように౦๺や๺཮などのオモμカの
発生࢝めが薬ࡎのϊビΤのॲ理൩限 3
༿より஗い場߹には，�回ॲ理では׬
全防除はࠔ೉なので，オモμカに༗効
な薬ࡎとの組み߹わせで防除する必要
があると考えられる。

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

東北 28 ௘古川ࡻ 5/13 6 16 始め 16

関東東海 26 J千葉 4/21 5 27 0.5 17

関東東海 25 Jݧөۡ 4/27 6 23 始め 22

関東東海 24 Jݧөۡ 4/28 5 23 1.0 22

近中四 28 આশ 5/31 3 10 1.2 10

近中四 28 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 18

近中四 27 આশ 6/1 5 ͘　 2.0 10

近中四 27 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 20

近中四 26 આশ 5/30 3 ͘　 1.5 9

近中四 26 ৹එ 4/15 3 17 発生ಷ 20

近中四 25 આশ 5/31 5 13 2.0 10

近中四 25 ৹එ 4/12 3 20 発生ಷ 28

近中四 24 આশ 5/30 4 12 1.0 10

近中四 24 ৹එ 4/12 3 15 始め 19

九州 28 ंႏ໻研Ү܇ 6/14 2 10 発生ಷ 12

九州 27 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 11 発生ಷ 12

九州 26 ૠૌ島 4/15 5 21 1.0 21

九州 26 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 10 始め 12

九州 25 Jૠૌ島1 6/20 6 12 1.5 10

九州 24 ंႏ 6/12 2 13 始め 12

表-㻠䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䝁䜴䜻䝲䜺䝷の発⏕ጞᮇ

ノビエ3葉期ま
で日数

(移植後，日)

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

移植時期
(月／日)

ҦҙҠӗҟӜ
発生始め(移植

後，日)

ҦҙҠӗҟӜ
，移植後)ؼ30

日)

ҦҙҠӗҟӜ発
生始めのノビエ

の葉齢(葉)
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௕くなる܏向がみられた。
ここで，ਤ中の直線はϊビΤ 3༿
まで日਺とオモμカの発生࢝めまで日
਺が同じであることをࣔしている。す
なわͪ，直線্にのっている点はϊビ
Τ 3༿になった時期とオモμカの発
生࢝めの時期が同じであったことをࣔ
す。一方，この線より下ଆにある点
（事ྫ）はϊビΤ 3༿になる前にオモ

μカが発生࢝めになることをࣔしてお
り，この線より্ଆにある点はオモμ
カの発生࢝めがϊビΤ 3༿より஗い
ことをࣔしている。ここではϊビΤ 3
༿になる前にオモμカが発生࢝めとな
るのは（直線より下ଆ）おおよそҠ植
後 ��日Ҏ内にϊビΤ 3༿になる事ྫ
であった。一方ϊビΤ 3༿になった
後オモμカ発生࢝めになったのは（直

線より্ଆ），Ҡ植後 �� 日ʙ �� 日
Ҏ߱にϊビΤ 3༿となる事ྫであり，
このような事ྫは౦๺と๺཮の一部で
あった。
一発ॲ理ࡎで໰題ࡶ૲オモμカを
含めて �回ॲ理で防除する場߹には，
前ड़のようにオモμカの発生ফ௕が௕
いことを考ྀしながら，各薬ࡎのϊビ
Τでࣔされるॲ理൩限までにॲ理する
必要がある。実ࡍにݧࢼを行った事ྫ
から見ると除૲ࡎの実用Մ能な時期が
オモμカの発生前からである薬ࡎは，
ϊビΤ 3༿の൩限ۙくにॲ理するこ
とがオモμカを含めて �回ॲ理で防
除Մ能であると考えられる。しかし，
オモμカの発生࢝めҎ߱で実用化Մ能
とされている薬ࡎは，ここでࣔされた
ように౦๺や๺཮などのオモμカの
発生࢝めが薬ࡎのϊビΤのॲ理൩限 3
༿より஗い場߹には，�回ॲ理では׬
全防除はࠔ೉なので，オモμカに༗効
な薬ࡎとの組み߹わせで防除する必要
があると考えられる。

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

東北 28 ௘古川ࡻ 5/13 6 16 始め 16

関東東海 26 J千葉 4/21 5 27 0.5 17

関東東海 25 Jݧөۡ 4/27 6 23 始め 22

関東東海 24 Jݧөۡ 4/28 5 23 1.0 22

近中四 28 આশ 5/31 3 10 1.2 10

近中四 28 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 18

近中四 27 આশ 6/1 5 ͘　 2.0 10

近中四 27 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 20

近中四 26 આশ 5/30 3 ͘　 1.5 9

近中四 26 ৹එ 4/15 3 17 発生ಷ 20

近中四 25 આশ 5/31 5 13 2.0 10

近中四 25 ৹එ 4/12 3 20 発生ಷ 28

近中四 24 આশ 5/30 4 12 1.0 10

近中四 24 ৹එ 4/12 3 15 始め 19

九州 28 ंႏ໻研Ү܇ 6/14 2 10 発生ಷ 12

九州 27 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 11 発生ಷ 12

九州 26 ૠૌ島 4/15 5 21 1.0 21

九州 26 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 10 始め 12

九州 25 Jૠૌ島1 6/20 6 12 1.5 10

九州 24 ंႏ 6/12 2 13 始め 12

表-㻠䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䝁䜴䜻䝲䜺䝷の発⏕ጞᮇ

ノビエ3葉期ま
で日数

(移植後，日)

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

移植時期
(月／日)

ҦҙҠӗҟӜ
発生始め(移植

後，日)

ҦҙҠӗҟӜ
，移植後)ؼ30

日)

ҦҙҠӗҟӜ発
生始めのノビエ
の葉齢(葉)
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ਤ �� にクログワイの発生࢝めのҠ
植後日਺を地域ผにࣔした。全体的な
向としては，オモμカと同様に౦๺܏
地域から੢ೆ地域になる΄どクログワ
イの発生࢝めまで日਺は୹くなるよう
に見えるが，同じ地域内でも変動が大
きい。
ਤ �� にクログワイの発生࢝めまで
日਺をਫҴのҠ植時期により整理した
݁果をࣔした。オモμカと同様に，ਫ
ҴのҠ植時期がૣい΄どクログワイの
発生࢝めまで日਺が௕く，Ҡ植時期が

஗い΄ど発生࢝めまで日਺が୹い܏向
がある。ただし，オモμカの場߹より
΄΅同じҠ植時期でもクログワイの発
生࢝めまで日਺は変動が大きかった。
これは，クログワイの発生にかかわる
մܪの౔中෼෍やմܪのٳ຾性など，
代かき及び田植え後のԹ度৚݅Ҏ֎の
多くの要Ҽが関༩しているためと考え
られる。
ਤ �� にϊビΤ 3༿までの日਺とク
ログワイの発生࢝めまで日਺との関܎
をࣔした。全体的な܏向としてはばら
つきが大きいものの，オモμカの場߹
と同様にϊビΤ 3༿まで日਺が௕い

΄どクログワイの発生࢝めまで日਺も
௕くなる܏向であった。ϊビΤ 3༿
まで日਺とクログワイ発生࢝めまで日
਺が同じである直線のۙくか下ଆにあ
る地点が多いが，ϊビΤ 3༿Ҏ߱に
クログワイが発生࢝めとなる事ྫが౦
๺地域，๺཮地域の一部にみられた。
Ҏ্の݁果から，໰題ࡶ૲のクログ
ワイを含めて一発ॲ理で防除する場߹
には，オモμカと同様にクログワイの
発生期間が௕いことを考ྀしながら，
ϊビΤのॲ理൩限までにॲ理する必要
があるが，本ใの実ࡍにݧࢼを行った
事ྫから見ると，౦๺や๺཮地域をは
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図５ 水稲移植時期とクログワイの発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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図５ 水稲移植時期とクログワイの発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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図２ 水稲移植時期とオモダカ発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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じめとしてクログワイの発生࢝めがϊ
ビΤのॲ理൩限 3༿より஗い場߹に
は �回ॲ理では׬全防除はࠔ೉なの
で，クログワイに༗効な薬ࡎとの組み
߹わせで防除する必要があると考えら
れる。

	�
�ί΢ΩϠΨϥ

ਫҴのҠ植時期とコウキヤガラの発
生࢝めまで日਺及びコウキヤガラの૲
ৎ 3�ᶲまで日਺及びϊビΤ 3༿まで
日਺の関܎をਤ �� にࣔした。コウキ
ヤガラの発生࢝めは，コウキヤガラが
代かき前にطに発生していて，代かき
でे෼に౔中にຒ຅させることが前提
になっているので，ここのݧࢼ事ྫで
も発生࢝めはҠ植後̎日ʙ �日であ
る。一方，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎのコウ
キヤガラに対するॲ理൩限である૲
ৎ 3�ᶲの時期はҠ植時期がૣい΄ど
஗く，Ҡ植時期が஗い΄どૣくҠ植後
�� 日頃であった。また，ϊビΤ 3༿
になるまでの日਺はҠ植時期がૣい΄
ど஗くҠ植時期が஗い΄どૣく，コウ
キヤガラの૲ৎ 3�ᶲまで日਺と΄΅
同じ日਺であった。
໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎをコウキヤガラ

を対৅に使用する場߹，コウキヤガラ
の༗効適用ൣғの発生࢝めについては
一ൠࡶ૲の適用ૣ限にۙく，ॲ理時期
として໰題にならない。しかし，コウ
キヤガラのॲ理൩限である૲ৎ 3�ᶲ
は一ൠࡶ૲のॲ理൩限ϊビΤ 3༿に
なるころであり，コウキヤガラは発生
がૣく生ҭがԢ੝で，ॲ理൩限になら
なくても発生ີ度が高いとコウキヤガ
ラのࡶ૲֐によりਫҴの生ҭが཈੍さ
れることがあるので，コウキヤガラを
対৅にする場߹には，なる΂くૣくॲ
理する必要がある。

���͓ΘΓʹ

Ҏ্のように，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
に適用がある薬ࡎでも，ϊビΤをはじ
めとする一ൠࡶ૲の適用ൣғ内でそれ

ͧれの໰題ࡶ૲を �回ॲ理で効果的
に防除するためには，表 �� にࣔした
ように取りまとめられる。
なお，オモμカ，クログワイ，コウ
キヤガラの生ҭステーδやॲ理時期の
目安とする日਺౳については，当ڠձ
の適用性ݧࢼデータをجにしている。
これらの日਺については地域やҠ植時
期，気৅৚݅によっても前後するため，
実ࡍに薬ࡎを使用するࡍは，そのਫ田
におけるࡶ૲の発生ঢ়ଶを確ೝし，ॲ
理時期をҳしないようにしていただき
たい。
また，当ڠձでは，໰題ࡶ૲にྀۤ
する生࢈者が࠷適な除૲ࡎをબ୒しや
すいよう，登録薬ࡎに対し「໰題ࡶ૲
一発ॲ理のロΰマーク（ਤ ��）」を提
供しており，マーク্部に一発ॲ理で
対応Մ能な໰題ࡶ૲໊の記載がある。
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ჵ൏੻೷の発生始めсノビエのછ
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注͆　છᅀ時期はᄅ੓ѠѽѿڤџҀ。

表-5　問題雑草一発処理剤の使用方法

છᅀ時期 ჵ൏੻೷のଠᆭ

ノビエの生ڲѝჵ൏੻೷の生ڲの関ओѠѽҀછᅀၒၔの注ڞ฿

ノビエ3葉まで

ノビエの཮ॻѽѿᄭᄤをѷјћ୷
ᅬ。発生始めਗの1ݸ୷ᅬでၼ஋
݉໸

ჵ൏੻೷Ѡᄜ঳џಷ୷ᅬ੓まєは後
୷ᅬ੓ѝの೏Ѵ৾҄ѐ୷ᅬсၱまь
й

ҦҙҠӗҟӜの発生始めрѾ30ؼまでのࠗで，生ڲсౢܧџҦҙҠӗҟӜѠ
ѽҀ੻೷ޕсୟџйліѠ୷ᅬすҀ
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じめとしてクログワイの発生࢝めがϊ
ビΤのॲ理൩限 3༿より஗い場߹に
は �回ॲ理では׬全防除はࠔ೉なの
で，クログワイに༗効な薬ࡎとの組み
߹わせで防除する必要があると考えら
れる。

	�
�ί΢ΩϠΨϥ

ਫҴのҠ植時期とコウキヤガラの発
生࢝めまで日਺及びコウキヤガラの૲
ৎ 3�ᶲまで日਺及びϊビΤ 3༿まで
日਺の関܎をਤ �� にࣔした。コウキ
ヤガラの発生࢝めは，コウキヤガラが
代かき前にطに発生していて，代かき
でे෼に౔中にຒ຅させることが前提
になっているので，ここのݧࢼ事ྫで
も発生࢝めはҠ植後̎日ʙ �日であ
る。一方，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎのコウ
キヤガラに対するॲ理൩限である૲
ৎ 3�ᶲの時期はҠ植時期がૣい΄ど
஗く，Ҡ植時期が஗い΄どૣくҠ植後
�� 日頃であった。また，ϊビΤ 3༿
になるまでの日਺はҠ植時期がૣい΄
ど஗くҠ植時期が஗い΄どૣく，コウ
キヤガラの૲ৎ 3�ᶲまで日਺と΄΅
同じ日਺であった。
໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎをコウキヤガラ

を対৅に使用する場߹，コウキヤガラ
の༗効適用ൣғの発生࢝めについては
一ൠࡶ૲の適用ૣ限にۙく，ॲ理時期
として໰題にならない。しかし，コウ
キヤガラのॲ理൩限である૲ৎ 3�ᶲ
は一ൠࡶ૲のॲ理൩限ϊビΤ 3༿に
なるころであり，コウキヤガラは発生
がૣく生ҭがԢ੝で，ॲ理൩限になら
なくても発生ີ度が高いとコウキヤガ
ラのࡶ૲֐によりਫҴの生ҭが཈੍さ
れることがあるので，コウキヤガラを
対৅にする場߹には，なる΂くૣくॲ
理する必要がある。

���͓ΘΓʹ

Ҏ্のように，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
に適用がある薬ࡎでも，ϊビΤをはじ
めとする一ൠࡶ૲の適用ൣғ内でそれ

ͧれの໰題ࡶ૲を �回ॲ理で効果的
に防除するためには，表 �� にࣔした
ように取りまとめられる。
なお，オモμカ，クログワイ，コウ
キヤガラの生ҭステーδやॲ理時期の
目安とする日਺౳については，当ڠձ
の適用性ݧࢼデータをجにしている。
これらの日਺については地域やҠ植時
期，気৅৚݅によっても前後するため，
実ࡍに薬ࡎを使用するࡍは，そのਫ田
におけるࡶ૲の発生ঢ়ଶを確ೝし，ॲ
理時期をҳしないようにしていただき
たい。
また，当ڠձでは，໰題ࡶ૲にྀۤ
する生࢈者が࠷適な除૲ࡎをબ୒しや
すいよう，登録薬ࡎに対し「໰題ࡶ૲
一発ॲ理のロΰマーク（ਤ ��）」を提
供しており，マーク্部に一発ॲ理で
対応Մ能な໰題ࡶ૲໊の記載がある。
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関東東海ﾉﾋﾞｴ3葉 近中四ﾉﾋﾞｴ3葉 九州ﾉﾋﾞｴ3葉
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ჵ൏੻೷の発生始めсノビエのછ
ᅀ཮ॻѽѿ೨й場৾

ჵ൏੻೷の発生始めсノビエのછᅀ
཮ॻѽѿගй場৾
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注͆　છᅀ時期はᄅ੓ѠѽѿڤџҀ。

表-5　問題雑草一発処理剤の使用方法

છᅀ時期 ჵ൏੻೷のଠᆭ

ノビエの生ڲѝჵ൏੻೷の生ڲの関ओѠѽҀછᅀၒၔの注ڞ฿

ノビエ3葉まで

ノビエの཮ॻѽѿᄭᄤをѷјћ୷
ᅬ。発生始めਗの1ݸ୷ᅬでၼ஋
݉໸

ჵ൏੻೷Ѡᄜ঳џಷ୷ᅬ੓まєは後
୷ᅬ੓ѝの೏Ѵ৾҄ѐ୷ᅬсၱまь
й

ҦҙҠӗҟӜの発生始めрѾ30ؼまでのࠗで，生ڲсౢܧџҦҙҠӗҟӜѠ
ѽҀ੻೷ޕсୟџйліѠ୷ᅬすҀ

ද ��　�໰୊ࡶ૲一ൃॲཧࡎͷ࢖༻ํ๏　

খࢁɾѨ෦ɾڮຊɾᖛଜɿਫాʹ͓͚Δ໰୊ࡶ૲ͷੜଶతಛੑͱ໰୊ࡶ૲ҰൃॲཧࡎͷޮՌతͳํ͍࢖　�

なお，一部の市ൢ薬ࡎにはロΰマーク
を使用していないものもある。
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���3����ɽ
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の生ଶとその防除ɹୈ �ใɹ生ଶ的ಛ性 �ɹ
ઍ༿農ࢼ研ใɹ��
�������3�

খࢁ�๛ら�����C��ਫ田多೥生ࡶ૲オモμカの
生ଶとその防除ɹୈ �ใɹ防除๏とࡶ૲
֐ ��ઍ༿農ࢼ研ใɹ��
���������

খࢁ�๛ら�������多೥生ࡶ૲コウキヤガラの
生ଶɹୈ �ใɹմܪからの出ժಛ性 ૲ࡶ��

研究 33
��������3ɽ
૲ࡶ३・෢市ٛ༤������ɹਫ田多೥生؛�ࢁ
の防除に関する研究ɹୈᶞใɹクログワイ
の生理生ଶ的ಛ性についてɽઍ༿農ࢼ研ใ�
��
���� ʵ ���

ਤ��　�໰୊ࡶ૲一ൃॲཧͷϚʔΫ

ɹマメՊミヤコグαଐの多೥૲。全国のಓ୺，線࿏ࡍ，農ಓ・
などで普通にみられる。高さܣ ��DNから ��DN΄ど。ܪは
ଋ生し，直立するか地্をഝう。य़からळまでՖをつけるが，
य़のՖが一൪よく目立つ。ԫ৭から઱ԫ৭のӊ๧ࢠに似たこの
௏ܗՖは，タンϙϙなどのキクՊのԫ৭の಄ঢ়Ֆにൺ΂るとず
いͿんとՄѪい。
ɹ日本在དྷとも࢙前ؼ化植෺とも。໊前の「౎૲」は，຀野෋
ଠ࿠は，「昔ژ౎の大෹の前，ࣖ௩෇ۙに多かった」からだと
いい，また一આには౎，ژともಸྑともいうが，その౎のۙく
で࡙きތっていたから໊෇けられたともいう。
ɹ຀野の言うژ౎の大෹の前のࣖ௩は，๛ਉल٢がே઱ઓ໾の
った௩だという。その௩のपࡇったఢ方のࣖやඓをؼに࣋ͪࡍ
りに本૲があったからだとすると，ल٢の頃までこの૲が目立
たなかったということになる。しかし本छが在དྷとも࢙前ؼ化
植෺ともいうことからすると，やはりかつての౎に多く，目立っ

ていたからと考えたい。
ɹこんなことを想૾してみた。
ɹ時は �世紀半ば，ඈௗ時代。ఱߖのॅまうٶは，೉೾，大௡，
ඈௗとあͪこͪҠっていた。ֹ田ԦもٶのҠろいとともにॅま
いをҠしていた。ある時，きらびやかな౜ҥをまとったֹ田Ԧ
がٶの֎に޿がる田に出てみたところ，ܣに࡙く઱ԫ৭のこの
Ֆに出ձった。「あ͊，これはඈௗの౎に࡙いていたʰ౎૲ 。ɦ
ここも先の౎のようにྷしくなるに違いない」と思ったかどう
か。ֹ田Ԧもఱ෢ఱߖも，それこそ֟本人ຑ࿊や大൐Ո࣋など，
多くのສ༿人の目につかないはずはないと思うのだが，ສ༿ू
に౎૲をӵったՎはない。
ɹだからという༁ではないが，ສ༿人が転々とする౎を思って
ӵむとするとこんなՎだろうかとବ作の折۟をӵんでみた。
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খ઒　ᇈ

೥明けૣ々，植ௐڠձでは今قの除
૲ࡎ౳の適用性ݧࢼについて，ҕୗ
メーカー各ࣾとのݧࢼઃܭձ議が行
われていた。その߹間を๓って，�݄
�� 日にクミアイ化学工業ג式ձࣾの
生෺Պ学研究所を๚໰した。ஸ度，こ
の日はクミアイ化学が開発した新規成
෼ lΤϑΟーμ�（ϑΣンキϊトϦオ
ン）を഑߹したਫҴ除૲ࡎがॳめて্
市される日であった。
生෺Պ学研究所は੩Ԭ٠ݝ઒市とֻ
઒市にڌ点がある。٠઒市のڌ点には
農薬研究センターと生໋・ڥ؀研究セ
ンターの一部，ֻ ઒市のڌ点には生 ・໋
研究センターがある。今回，このڥ؀
�か所を見せていただいた。

ΫϛΞΠԽֶͷओͳۀࣄ

���� ೥（ত࿨ �� ೥）に҇ݪ農薬
式ձࣾとして発足した。����೥（তג
࿨ �3 ೥）にクミアイ化学工業ג式ձ
ࣾに঎߸変ߋし，���� ೥にはイハラ
έミカル工業ג式ձࣾとܦӦ౷߹し
て，事業も֦大している。
この間，農薬の૑੡から੡଄・ൢച
にࢸる一体化したプロセスを࣋つا業
として，自ࣾ開発ࡎの૑੡に力を入れ，
それがܦӦج൫となっている。国࢈農
薬ୈ̍߸と言われる「アιδン 5.」
（イω໲ރප防除ࡎ）を ���� ೥（ত
࿨ 3� ೥）に，���� ೥（ত࿨ �� ೥）
には「キタδン 1�」（イωいもͪප
防除ࡎ）がある。そして ���� ೥（ত
࿨ �� ೥）にはਫҴ用除૲ࡎ「αター
ン�」を্市し，わが国での除૲ࡎ෼

野をৗにϦードしてきた。
事業のபは農薬事業と化成඼事業で
ある。ച্高構成ൺ（���� ೥）は，
農薬及び農業関連事業が໿ ��ˋ，化
成඼事業が ��ˋとなる。農薬ൢചの
内༁（ݸผ，金ֹベース）は除૲ࡎが
໿ が໿ࡎەࡴ，ˋ�� ��ˋである。ま
た，化成඼にはҩ農薬中間体，高機能
ϙϦマーやアミンߗ化ࡎがある。とく
に，アミンߗ化ࡎはテχスコートや཮
্競技場のタータントラックに使われ
るなど，この෼野では世քのトップ
メーカーでもある。

৽೶ༀͷ૑੡Λ໨͢ࢦҰ؏
։ൃମ੍ڀݚͨ͠

新しい農薬の開発過ఔは，ॱௐに進
んだとしても �� ೥間は要する。௕い
೥݄とともに，߹成，生෺׆性評価，
੡ࡎ化，代ँ・෼ੳ，安全性などの多
くの研究が必要で，そのため，クミア
イ化学では研究開発本部の下に，化学
研究所，生෺Պ学研究所を഑ஔし，新
規化߹෺の୳ࡧ・߹成から，生෺評価，
੡ࡎ化，工業的੡଄๏の確立まで一؏
した研究開発体੍をܺ間なく構ஙして
いる。
研究開発のྲྀれにԊって，各研究所
の໾ׂを௥っていくと，ୈ̍段階の生
理׆性を༗する新規化߹෺の構଄୳
成とその෺理化学性評価は，「化߹・ࡧ
学研究所૑薬研究センター」（൬田市）
の「植෺੍ࡎޚ」，「֐஬防除ࡎ」，「ප
の「ࡎ防除֐ 3研究ࣨと「෺性」研
究ࣨが担っている。

߹成νーϜは，各方面から収ूした
৘ใとಠ自に構ஙしたԾઆや生෺評価
をもとに，新しい農薬のީิ化߹෺を
デβインし，改ྑをՃえながら߹成す
る。෺性研究νーϜは化߹෺の෺理化
学的性࣭のଌఆ・ղੳから生෺׆性と
の関܎についての஌見を提供する。
ୈ �段階は「生෺Պ学研究所」の
ೋつの研究センターが担う。生෺׆性
の評価によるબൈと実用化は「農薬研
究センター」が，安全性，ڥ؀評価お
よび作用機作のղ明は「生໋・ڥ؀研
究センター」が担う。
ୈ 3段階の使用方๏に߹った実用
੡ࡎ化は「化学研究所੡ࡎ技術研究セ
ンター」（੩Ԭ市）が担っている。༗
効成෼の性能を࠷大限に発شさせる੡
ප」，「ࡎޚ植෺੍」するܭॲ方をઃࡎ
の「ࡎ஬防除֐ �研究ࣨと，ࢼ作し
た੡ࡎを工場で高඼࣭，安全，௿コス
トで安ఆ的に଄る「工業化」研究ࣨか
らなる。
ୈ �段階の工業的੡଄に適した߹
成ルートとプロセス開発は，「化学研
究所プロセス化学研究センター」（෋
࢜市）が担う。ここには，開発ॳ期か
らスέールアップ੡଄を整える「技術
開発」と，࠷ऴ的プロセス開発と༗
機化߹෺の受ୗ߹成も行う「工業化」
に，(-1ݧࢼや෼ੳ๏の࠷・౼ݕ適化，
ࣾ内における安全性確ೝのための؆易
ಟ性ݧࢼを行う「෼ੳ」の 3研究ࣨ
がある。
このように高度にઐ໳化した研究
෼野の各研究ࣨが，それͧれの開発
段階に応じて効率的に連ܞすること

研究所訪問記　４研究所訪問記　４
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ࣾに঎߸変ߋし，���� ೥にはイハラ
έミカル工業ג式ձࣾとܦӦ౷߹し
て，事業も֦大している。
この間，農薬の૑੡から੡଄・ൢച
にࢸる一体化したプロセスを࣋つا業
として，自ࣾ開発ࡎの૑੡に力を入れ，
それがܦӦج൫となっている。国࢈農
薬ୈ̍߸と言われる「アιδン 5.」
（イω໲ރප防除ࡎ）を ���� ೥（ত
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野をৗにϦードしてきた。
事業のபは農薬事業と化成඼事業で
ある。ച্高構成ൺ（���� ೥）は，
農薬及び農業関連事業が໿ ��ˋ，化
成඼事業が ��ˋとなる。農薬ൢചの
内༁（ݸผ，金ֹベース）は除૲ࡎが
໿ が໿ࡎەࡴ，ˋ�� ��ˋである。ま
た，化成඼にはҩ農薬中間体，高機能
ϙϦマーやアミンߗ化ࡎがある。とく
に，アミンߗ化ࡎはテχスコートや཮
্競技場のタータントラックに使われ
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んだとしても �� ೥間は要する。௕い
೥݄とともに，߹成，生෺׆性評価，
੡ࡎ化，代ँ・෼ੳ，安全性などの多
くの研究が必要で，そのため，クミア
イ化学では研究開発本部の下に，化学
研究所，生෺Պ学研究所を഑ஔし，新
規化߹෺の୳ࡧ・߹成から，生෺評価，
੡ࡎ化，工業的੡଄๏の確立まで一؏
した研究開発体੍をܺ間なく構ஙして
いる。
研究開発のྲྀれにԊって，各研究所
の໾ׂを௥っていくと，ୈ̍段階の生
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ೋつの研究センターが担う。生෺׆性
の評価によるબൈと実用化は「農薬研
究センター」が，安全性，ڥ؀評価お
よび作用機作のղ明は「生໋・ڥ؀研
究センター」が担う。
ୈ 3段階の使用方๏に߹った実用
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らなる。
ୈ �段階の工業的੡଄に適した߹
成ルートとプロセス開発は，「化学研
究所プロセス化学研究センター」（෋
࢜市）が担う。ここには，開発ॳ期か
らスέールアップ੡଄を整える「技術
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機化߹෺の受ୗ߹成も行う「工業化」
に，(-1ݧࢼや෼ੳ๏の࠷・౼ݕ適化，
ࣾ内における安全性確ೝのための؆易
ಟ性ݧࢼを行う「෼ੳ」の 3研究ࣨ
がある。
このように高度にઐ໳化した研究
෼野の各研究ࣨが，それͧれの開発
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で，様々なχーζに対応できるスピー
デΟーな研究開発体੍がෑかれてい
る。
グローόル規模での੡඼開発を目ࢦ
し，世քのҟなる気ީや౔৕৚݅，栽
培体ܥの中でも༗効な農薬の開発を進
めるために，ւ֎の研究ڌ点とも連ܞ
している。
ถ国のミシシッピデルタ地ଳにある

「ミシシッピݧࢼ場」，Ԥभの「+BQBO�
"HSP�4FSWJDFT」（ࡾҪ෺ࡾ，࢈Ҫ化学
アグロ，日本૤ୡとのδョイントベン
νϟー）を࢝めとし，౦アδアの「5�+�$��
$IFNJDBM�$P�
�-UE」，ೆถの「*IBSBCSBT�
4�"��*OEÙTUSJBT�2VÍNJDBT」ะ場（日本૤ୡ，
クミアイ化学，ॅ༑঎事，ॅ༑化学，日
本農薬，ࡾҪ化学アグロ，ॅ༑化学，ࡾ
ඛ঎事，日࢈化学らが日ܥओ要גओとの
連߹体）のࢪݧࢼઃで農薬の評価を行っ
ている。

ੜ෺Պֶڀݚॴ

生෺Պ学研究所は，総຿・研究؅理

や৘ใωットワークを担う総຿課，農
薬研究センター，生໋・ڥ؀研究セン
ターで構成される。総੎໿ ��� （໊৤
ୗ，ܖ໿を含む）である（ਤ ��）。

	�
�೶ༀڀݚηϯλʔ

研究所のڌ点は౦ւಓ新װ線のֻ
઒Ӻからೆ౦に໿ ��ᶳ，ंで໿ ��
෼のڑ཭にある。研究所のෑ地は٠
઒と੢方઒の྆Տ઒にڬまれている。
���� ೥（ত࿨ 3� ೥）に，ਗ਼ਫ工場
からҠ転した当時は，पり一面に田ん
΅が޿がっており，ෑ地も中学ߍの੻
地で，ࣷߍچの一部を利用したロッ
カールーϜもあったそうである。しか
し今では，+R ٠઒Ӻからװ線ಓ࿏が
ೆに通じ，ಓ࿏Ԋいにはコンビχや大
手Ոిメーカーのళฮなどがฒび，ਵ
෼と開けている。
ෑ地の面ੵは໿̓IB で，໿ 3��IB
の研究ΤϦアには，研究౩，Թࣨ，ビ
χールハウス，ϑΝイトトロン，'R1
ϙットといった研究ࢪઃと，作業౩，
றं場，ࣳ グランドが഑ஔされている。

ਫ田ะ場 3��IB はۙྡに �か所ある。
̍߸౩は研究һ౳のࣨډ，ձ議ࣨ౳が
ஔかれている。�߸౩は̍階に生໋・
研究センターの安全性評価研究ࣨڥ؀
とその実ࣨݧがあり，�階は所௕ࣨ，
総຿課，各छ実ࣨݧが഑ஔされている。
農薬研究センターは，Ҏ下の �研
究ࣨで構成される。このうͪ，٠઒市
のڌ点には �研究ࣨがஔかれている。
「બൈ研究ࣨ」は，֐஬，ප֐，除
૲ࡎ౳の 3グループに෼かれる。૑
薬研究センターで߹成された新規༗機
化߹෺について，農薬としての生෺׆
性が評価される。
ここでは，ルーνン作業がج本とな
るが，それにྲྀされず，কདྷ必要とさ
れる薬ࡎのイメーδをઃఆし，それに
߹わせたオϦδφルなスクϦーχング
の஀生ࡎをいかに確立するかが，新ܥ
にとって大事なϙイントになると，先
ഐ研究һは強ௐする。これまで開発さ
れたビスピϦόックφトϦウϜԘをは
じめ༗๬な新規化߹෺は，このスク
Ϧーχング技術の研究݁果から生まれ

ਤ ��　�ੜ෺Պֶڀݚॴͷશܠ��ʢ٠઒ࢢɼ๺๺੢͔Βʣ

ਤ Թࣨͷ಺෦ݧࢼ�　��

ਤ Թࣨͷ಺෦ݧࢼ�　��
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ている。
植෺੍」，「防除֐ප」，「஬防除֐」
，の�研究ࣨは「�ୈޚ植෺੍」，「�ୈޚ
それͧれの෼野に対応し，新規ࠞ߹ࡎ
や導入ࡎの評価・開発，新੡ࡎ・新使
用๏の開発，ط存ࡎの改ྑ・適用֦大
など新規薬ࡎの্市に向けた開発の中
心を担っている。また，適੾な農薬の
使用のための技術普及や，国内֎から
のط存঎඼に関する技術的な様々な要
๬にも応じる。
「栽培ҭछ」の研究ࣨは，બൈ，֐
஬防除，ප֐防除，植෺੍ޚの各研究
ࣨからのґཔを受け，Թࣨ内，ะ場で
の薬ࡎ評価のために，ݧࢼ材ྉをৗに
同じঢ়ଶで提供することや，ݧࢼะ場
の整උ౳を受け࣋ͪ，効率的でਫ਼度の
高い生෺評価ܥをࢧえるॏ要な部ॺで
ある。担当はԹ ・ࣨハウスാ作，ਫ田，
果थ・ാ作栽培（ֻ઒）に 3グルー
プに෼かれる。ݧࢼ用඼छやࡶ૲छࢠ
の確อも行う。
研究センター内のԹࣨ（ਤ ��，3）
では，農薬の変動要Ҽを明らかにして，
੡඼の࠷適化をਤるために׆用されて
いる。現場での様々な使用৚݅を࠶現
できるモデル実ܥݧが工夫され，たと
えば，除૲ࡎ評価ではਫԹを一ఆに੍
。༂している׆がܥݧできる実ޚ
Թࣨにྫྷ๪૷ஔはないが，Ն場はะ
場ݧࢼがメインとなるので，この間，
Թࣨݧࢼの実ࢪはج本的には無い。ओ
としてՆ場過ぎの �݄頃からཌ೥の �
݄頃までの間に使用される。

ビχールハウス܈はࡢ೥の୆෩でඃ
線֎ࢵを受けてしまったが，今後は֐
ಁ過ϑΟルϜுりԹࣨとして整උして
いくという。
そのଞ，Ն場には，ϑΝイトトロンや，
ྫྷྋな気ީを޷むコϜΪを対৅にした
。では人工光র明ࣨも使用するݧࢼ
԰֎にઃஔされているਫ田モデルࢼ
用ϙットには，従དྷの౔中ຒ຅型コݧ
ンクϦート੡ϙットに代わる資材とし
て，同ࣾ੡のオϦδφルの「'R1ϙッ
ト」（ਤ ��）が使われている。クミア
イ化学はそのಛڐとர型を༗する。コ
ンクϦートϙットと同ੇ๏で，ਫԹの
্ঢを防ぐために 'R1�内部を中ۭに
してあるのでஅ೤効果があり，ܰྔで
取ѻい易い。さらに，࿙ਫݧࢼ用下方
ഉਫޱとམਫݧࢼ用্方ഉਫޱが取り
෇けられ，除૲ࡎの変動要Ҽݧࢼに適
している。
԰根෇きの �º�º� ̼のライシメー
ター（ਤ ��）には，人工߱Ӎ૷ஔもඋ
え෇けられており，߱Ӎの৚݅を変え
ながら，農薬ॲ理౔৕における౔৕ਁ
ಁਫが࠾取できる。この૷ஔによって，
౔৕ॲ理除૲ࡎアクシーϒ�の౔৕
中のҠ動性などがௐ΂られ，ւ֎の普
及に大きな໾ׂを果たしたという。
ਫ田用のݧࢼะ場は，農薬研究セン
ターのपลに�か所にある。װجะ場
は઒ݪ田ะ場（ਤ ��）で，センターの
๣をྲྀれる٠઒をڬんだ対؛にある。
๚れたこの日は，ౙ੖れにܙまれ，ะ
場からは෋࢜ࢁをோめることができた。

「౦๺防除技術」研究ࣨも農薬研究
センターにଐする。ٶ৓ݝඒཬொにあ
り，໿3��IBのݧࢼ用ਫ田を༗し，ओ
に౦๺地ଳのਫҴ用農薬の適用性評価
を行っている。また，๺ւಓࢁ܀ொの
。もここにଐしている「ะ場ݧࢼຈࡳ」
ะ場面ੵはおよそ���IBで，ാ作෺΁
の農薬の適用性評価を実ࢪしている。

	�
�ੜ෺Պֶڀݚॴੜ໋ɾڀݚڥ؀
ηϯλʔ

「生໋・ڥ؀研究センター」は，ֻ
઒市のೆ౦部，٠઒市の農薬研究セン
ターからंで໿ �� ෼，໿ �ᶳのڑ཭
にֻ઒実ݧ農場にある（ਤ ��）。౦ւ
ಓ新װ線が๣を通過する。そのෑ地は
໿ ��IB で，৿ྛのࣼ面などが含まれ
ているため，ݧࢼะ場として໿ �IB
が଄成され，ാ作෺，野菜，果थ，茶
などが栽培されている。ओとして，植
෺੍ޚୈ �研究ࣨが開発するւ֎向
けのാ作用農薬の適応性のݧࢼの中心
となっている。
平成3೥，ここに代ँ౩がݐઃされ，

ਤ ��　�'31ϙοτ ਤ ��　�ϥΠγϝʔλʔ ਤ ��　�઒ݪ田ะ৔ͷશܠ

ਤ ��　�ֻ ઒ะ৔ͷશܠʢೆೆ౦͔Βʣ
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ている。
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線֎ࢵを受けてしまったが，今後は֐
ಁ過ϑΟルϜுりԹࣨとして整උして
いくという。
そのଞ，Ն場には，ϑΝイトトロンや，
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と「όイオテクϊロδー」「Պ学ڥ؀」
の�研究ࣨが഑ஔされている。代ँ౩
は3階ݐで໿�
���ᶷ，�階は ��$が使
用できる์ࣹ線取ѻࢪઃとしてࢠݪ力
規੍ிのೝՄをಘている。̍階は研究
ࣨや෼ੳ関܎の࣭ྔ෼ੳࣨ，ガスクロ
ࣨ，ӷクロࣨ，߃Թࣨが഑ஔされている。
また，Ҩ఻ࢠ実ݧ౩໿��ᶷもある。
生໋・ڥ؀研究センターはセンター
௕のもと，3研究ࣨがஔかれている。
「安全性評価研究ࣨ」の方は，動෺
ઃのある٠઒市の農薬研究センࢪݧࢼ
ター内にある。༗๬化߹෺やඍ生෺の
安全性を評価するため，様々な生෺を
用いた評価ݧࢼを実ࢪしている。
ڥは，農薬の؀「Պ学研究ࣨڥ؀」
中における動ଶを明らかにするため，
農薬の෼ղ଎度，౔৕中のҠ動性と
いったڥ؀中のڍ動，౔৕や作෺中の
および動෺や植෺中での代ँを研ཹ࢒
究している。
代ँ౩では ��$ で標識した化߹෺を
用いた動෺，植෺，౔৕代ँݧࢼ，ਫ
中光෼ղ動ଶݧࢼ，植෺中における༗
効成෼のҠ行性ݧࢼができる。農薬登
録用ݧࢼは(-1 として֎部機関ݧࢼ
΁ҕୗしているが，本ࢪઃでも同様の
を予め行っている。一見ॏෳし無ݧࢼ
ବなようにも見えるが，ここでಘられ
た予උデータは，֎部ҕୗのݧࢼઃܭ
΁൓өや代ँ෺の提供あるいはトラϒ
ル対ॲなどに生かされており，࣭の高
い登録データを効率的に取ಘできるの
で，そのメϦットは大きい。

また，農薬登録に必要な౔৕ٵ୤ண
，についてはݧࢼとਫ中෼ղ動ଶݧࢼ
農ྛਫ࢈省から(-1 ࢪݧࢼ߹準適ج
ઃとして適߹確ೝを受けている。
さらに，薬ࡎの効果発現メカχζϜ
をௐ΂るために，研究者自਎の発想で
��$ 標識体を使用した実ݧを行うこと
ができる。ྫ えば，薬ࡎのॲ理ܗଶ（根・
のछ類）の違いによࡎ性׆༿，ք面ܪ
る植෺΁のٵ収ׂ߹や，ॲ理部Ґから
植෺全体あるいは作用部Ґ΁のҠ行性
のఔ度，in vitroݧࢼでの作用機構の
ղ明などに׆用し，それらの஌見は新
規༗効成෼の開発にとってوॏなもの

となっている。
そのため，ࢪઃ内には，��$標識した

植෺をִ཭してҭてることのできるԹࣨ
や，標識体のڅӤ実ݧのできるࣂҭࣨな
ども整උされている（ਤ��，�，��）。
「όイオテクϊロδー研究ࣨ」は，
植෺όイオテクϊロδーに関する研究
および農薬の作用機構研究を行ってい
る。Ҩ఻ࢠղੳ，植෺培ཆࡉ๔や࣭ܗ
転׵体を用いた薬理学研究や農薬の標
的߬ૉ્֐ଌఆなどの生理，生化学研
究ならびに෼ࢠ生෺学的手๏がۦ使で
きようڥ؀が整えられている。
この研究ࣨのಛචす΂き研究成果と

ਤ ��　�ִ ཭Թࣨ ਤ ૷ஔݧӤ࣮څ�　�� ਤ ���　�ਫதޫ෼ղಈଶݧࢼ૷ஔ

๏ᇪ年度 ९　ള　჏ ᅀ　๒　ѝ　౦　࿁

1967 җӊӠӌӦӎҬ రڹᅀ੹ࣚ੓「ҠҲҫӦЇ⌽」

1968 ӈҚノӉカӞӉ రڹᅀ੹න੓「ӃҶҨ⌽」

1969 ҴオӌӦカӞӉ రڹᅀ஋೷੓「ҨҲ̷Ӧ⌽」

1975 オӞӌӦカӞӉ གྷ੣ᅀ஋೷੓「ӜӦӟҗ⌽」

1981 ӔӉӠҾӞ ൷થࣚѠѽҀྐྵޕ੹ࣚ੓「ӃҪҲҶҢ⌽」

1986 ӈҚノҴオカӞӉ ପᅀ੹න੓「ӃノҦӦ⌽」ݑ

1994 ӊӠӋҠҨҫオӦカӞҪҙӓܝ ௸ේᅍ౒঳ݑのзҀ植࿿生ේ調ಊ੓「ビビӈӞ⌽」

1995 ӇӝҴオӃҶҢҽһӝҙӓܝ ლᅀ஋೷੓「ҬҹҗӉӞ」

1996 ӔӄҾӇӝҙӓ सᅀ੹ࣚ੓「ӈӞӇカ⌽」܇

1996 ӇӝӒノӃҶҢӔҴӞ రڹᅀ஋೷੓「ӅエҢӝ̷Ӧ⌽」

1997 ビҬӇӝӃҶҢҽһӝҙӓܝ రڹᅀ஋೷੓「ノӒҾ̷⌽」ᅍ೷੓「ңӜҬҪӚ̷һ⌽」

2003 һӝҦҺӞӑ・ҕһӠビӝҺTLU.1 ྒ生࿿໻ᄅ̢రڹᅀ੹ࣚ੓「エҦӎ̷ӊ⌽」

2005 ӌӦҴҕӃӝカӞӉҗҰӊӠӇӞ सᅀ੹ࣚ੓「ӑモӠҶһ⌽」܇

2005 ӃҴӞҬ・ҭӉҴӝҬE747 ྒ生࿿໻ᄅ̢܇सᅀ੹ࣚ੓「エҦҪӚҶһ⌽」

2010 ӇӝӒҬӞӈҔӦ రڹᅀ஋೷੓「ӌҬһӄ̷һҽ̷⌽」

2011 ӇӠҠҨҬӞӎӦͅҕҢҪ̷Ӊ⌽͆ གྷ੣「ҨҢӜ」ྌ໻ৣ地ᅀ஋೷੓「ҰӝҬһ⌽」

2012 ビӝӌӦカӞӉ सᅀ੹ࣚ੓「ӈҔӦҲҫҬҲ⌽」܇

2014 ӈҚノҠҨҬӞӎӦ రڹᅀ஋೷੓「ӅエカҶһ⌽」

2018 ӈҚӦҠノһӝオӦͅエӈҖ̷ダ⌽͆ రڹᅀ஋೷੓「ҫ̷Ҳ⌽」

නʖ̏ɻέϝΠ΢Կָ͗֋൅ͪ͢೸༂ݬରද ��　�ΫϛΞΠԽֶ͕։ൃͨ͠೶ༀݪମ
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して，「植෺࣭ܗ転׵બൈマーカーセッ
ト�1BM4FMFDU�」や，「ϑΣンキϊトϦオ
ン（ΤϑΟーμ�）のਫҴの安全性に
関する作用機作に関する研究」がある。

։ൃͷΤϐιʔυ

クミアイ化学で開発された農薬ݪ体
を表 �� にࣔした。除૲ࡎにߜってそ
の開発のΤピιードを঺հする。

	�
�ϕϯνΦΧʔϒʢαλʔϯ �ʣ

ベンνオカーϒの開発は，�ŋ��%，
.$1，/*1，$1/によって޿༿ࡶ૲や
ώΤは防除されていた当時，これらで
は効かないマπόイなどが優઎するঢ়
が現場で໰題となっていたত࿨گ ��
೥に開࢝された。カーόメートܥ化߹
෺の߹成のなかから，スクϦーχング
にマπόイをՃえたことがベンνオܥ
カーϒの஀生につながったという。
これによって，作用機構のҟなるෳ
਺の除૲ࡎとのਫҴ作ࡶ૲に対する体
防除が確立され，ত࿨ܥ �� ೥にはਫ
田除૲ࡎ総使用面ੵの໿ ��ˋ，���
ສ �
���IB に普及し，ւ֎のਫ田地
ଳでも޿く使用され，その後のクミア
イ化学のւ֎ల開のૅجを作った。

ʢ�ʣ౾ͭͿ ࡎ�

౾つͿ は，クミアイ化学がಠࡎ�
自に開発したਫҴ用のਫ面ࢪ用ࡎの一
つである。���� ೥，੡ࡎ研究ࣨの開
発担当者は，ձࣾの஑でࣂっているޥ

用のӤをώントに，ਫにුいてਫ面で
่յ෼ࢄする，l౾つͿࡎ� zのアイ
デΟアをરき，その開発に取り組んだ
というҳ話がある。
そのアイデΟアを実用化する過ఔで
は，ਫ面にුくこと，ਫ面でのྑ޷な
่յ性と֦ࢄ性を෇༩すること，੡ࡎ
をਫにු༡させるため૬対的なൺॏを
̍Ҏ下とするという೉しさがあった。
そして，ิॿࡎと଄ཻ技術でුା（中
ۭ体）を੡ࡎ中に഑߹し੡ࡎのൺॏを
�Ҏ下に，さらに，気૬ʵӷ૬ʵݻ૬
のք面で効果的に作用するք面׆性ࡎ
を見出し，��B 当たりࢄ෍ྔが ���H
という高ೱ度の自ࢄ֦ݾ型の省力ࢄ෍
੡ࡎの実現となった（ਤ ���）。
しかし，研究レベルで開発に成ޭし
たといえ，੡඼として্࢓げる工場の
੡଄ラインでも同様にできるとは限ら
ない。そのスέールアップには，研究
所レベルとはҟなる੡ࡎॲ方が必要に
なり，工場の熟練した従業һとڠ力し，
これまで஝ੵされた੡଄技術をۦ使す
ることで，੡଄ラインが確立された。
これには，機械メーカーと共同でオϦ
δφルの੡ࡎ用機械の開発で大きく前
進した。このように一つの੡඼の׬成
には，各部໳間のνーϜワークだけで
なく，多くの技術的要ૉとϊウハウが
݁ूされていると感じた。

ʢ�ʣϏεϐϦόοΫφτϦ΢ϜԘ
ʢϊϛχʔ �ʣ

本ࡎはピϦミδχルカルボキシܥの

除૲ࡎである。���� ೥代当時，世ք
中は，デϡϙンࣾが開発した新しい作
用性でڻҟ的な௿薬ྔで׆性をࣔす
スルϗχルウレアが注目されていた。
"-4 はスࡎタイプにଐする除૲֐્
ルϗχルウレアとイミμκϦϊンのみ
で，この作用性を発شするためにはベ
ンθン؀とピϦミδン؀をܨぐϒϦッ
δ部෼にスルϗχルウレアの様なࢎ性
が必ਢと৴じられていた。このৗ識ج
に当てはまらない化߹෺がスルϗχル
ウレア様の除૲׆性をࣔしたことはি
撃的な発見であった。
しかし，このྻܥの化߹෺はҴに対
する薬֐が強く，Ҵが生き࢒ることが
なくらいであった。߹成研究ਞがҴك
に安全な化߹෺を作るため，様々な߹
成をࢼみる一方，これとฒ行して，生
෺Պ学研究所でも思い੾ったスクϦー
χングの見直しがなされ，このܪ༿ॲ
理׆性を生かすため，ס田直೻৚݅下
におけるスクϦーχングが取り組まれ
た。この新たなスクϦーχングܥから，
ώΤをࡴރし，インデΟカछのҴには
�ʙ �ഒのબ୒性を༗し，同時にס田
中の各छ໰題ࡶ૲にも୎効をࣔす成෼
が見出すことができた。
開発当ॳからのグローόルなల開を
目ࢦす視野の޿さに，新規化߹෺のಛ
性を࠷大限でみるスクϦーχングの工
夫がՃわり，一気に開発が進んだのも
大きな܇ڭである。
そして，޿༿，カヤπϦグαՊࡶ૲
はもとよりώΤに高い除૲׆性をࣔ
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して，「植෺࣭ܗ転׵બൈマーカーセッ
ト�1BM4FMFDU�」や，「ϑΣンキϊトϦオ
ン（ΤϑΟーμ�）のਫҴの安全性に
関する作用機作に関する研究」がある。

։ൃͷΤϐιʔυ

クミアイ化学で開発された農薬ݪ体
を表 �� にࣔした。除૲ࡎにߜってそ
の開発のΤピιードを঺հする。

	�
�ϕϯνΦΧʔϒʢαλʔϯ �ʣ

ベンνオカーϒの開発は，�ŋ��%，
.$1，/*1，$1/によって޿༿ࡶ૲や
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防除が確立され，ত࿨ܥ �� ೥にはਫ
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ສ �
���IB に普及し，ւ֎のਫ田地
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ʢ�ʣ౾ͭͿ ࡎ�

౾つͿ は，クミアイ化学がಠࡎ�
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ʢ�ʣϏεϐϦόοΫφτϦ΢ϜԘ
ʢϊϛχʔ �ʣ
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すਫҴ用除૲ࡎ「ϊミχー�」が஀生
し，౦ೆアδア，中ೆถ地域において
強い࣋ࢧを受け，୹期間で直೻ਫҴ栽
培におけるओ要除૲ࡎとして普及して
いる。現在，世քの 3��力国で農薬登
録され，�����೥度の使用推ఆ面ੵは
໿ ����ສ IB という。
また，ビスピϦόックφトϦウϜԘ
は，その薬ྔによってはࡶ૲の生ҭを
཈੍する作用が期待できる཈૲ࡎ（グ
ラスショート�）でもある。౔৕อ࣋
力に優れる多೥生ࡶ૲をࡴރせず，地
্部の৳௕生௕を௕期間に౉り཈੍
し，また，ਫ田ܣ൞౳をད地化するこ
となく౔৕ྲྀ๢の心഑もないため，ࡶ
૲のמ取りܰݮと景؍อ全を྆立した
新しい植生؅理技術として注目されて
いる。

	�
�ϐϩΩαεϧϗϯʢΞΫγʔϒ�ʣ

本ࡎはイωՊࡶ૲とখ型छ޿ࢠ༿ࡶ
૲を対৅としたイιキακϦンܥのാ
作౔৕ॲ理用除૲ࡎである。その開発
はベンνオカーϒの高׆性化を目ࢦ
し，カーόメート部෼のϔテロ؀΁の
変׵から࢝まり，ാ作の౔৕ॲ理でώ
ΤやΤϊコログα౳のイωՊࡶ૲に対
して優れた効果をࣔす化߹෺が見出さ
れた。さらに，市ൢのാ作౔৕ॲ理ࡎ
の ���� の౤下薬ྔで同౳Ҏ্の効果
をࣔす化߹෺΁と，ਫ਼力的な୳ࡧ研究
が続けられた。
そのなかで，౔৕ٵண性にண目し，
化学構଄とハウス内ϙットݧࢼやะ場
するというূݕ・での効果を確ೝݧࢼ

適化が進められ，現地ะ場で目標で࠷
あった市ൢࡎの ���� の௿薬ྔで，イ
ωՊࡶ૲からখ型छ޿ࢠ༿ࡶ૲までの
෯޿い防除スペクトラϜをࣔす化߹෺
が見出された。当時の߹成研究ࣨや෺
性研究ࣨ，બൈ研究ࣨとの連ܞが効果
的にಇき，୳ࡧ開࢝から໿ �೥とい
う୹期間で݁実したという。
もૣい段階から行౼ݕ体の੡଄๏ݪ
われ，ਫにرऍしてࢄ෍に適した੡ࡎ
型として，੡ࡎに含まれるք面׆性ࡎ
や෺理性ௐ整ࡎなどのิॿࡎのબൈと
഑߹率の࠷適化から，ᰒཻਫ࿨ࡎとϑ
ロアϒルࡎの੡ࡎの׬成をみた。
この間，ถ国各地でトウモロコシ
とμイζを中心にะ場ݧࢼが �೥間
ຖ೥ ��� ，するなかでࢪఔ度を実ݧࢼ
౔性͝とに適用薬ྔがઃఆされ，安ఆ
した除૲効果と作෺に対する安全性も
確ೝされた。
また，オーストラϦアのখഴ作で໰
題となっているイωՊࡶ૲のϦδッド
ライグラス（ボウϜΪ）に対する除૲
効果を評価するため，オーストラϦア
の気৅，౔৕৚݅や薬ࡎॲ理方๏をモ
デル化した実用化ݕ౼が܁り返し実ࢪ
され，ࡎのύϑΥーマンスを࠷大限に
Ҿき出せるような使用৚݅のઃఆに݁
びついている。
このように，ピロキαスルϗンは，
オーストラϦア，アメϦカ，カφμ
౳のコϜΪ，トウモロコシ及びμイ
ζ栽培に޿く用いられ，その੡඼は
���� ೥には，オーストラϦアで 3��
ສ IB，アメϦカでも 3�� ສ IB に使
用されている。

	�
�ϑΣϯΩϊτϦΦϯʢΤϑΟʔμ�ʣ

ϑΣンキϊトϦオンは，ਫҴ除૲ࡎ
で，ಠ自のオキιキϊキαϦンࠎ格を
༗する �� ώドロキシϑΣχルピルビ
ンࢎδオキシήφーθ（��)11%）્
，である。イψϗタルイやコφΪࡎ֐
ミζアオイ，アθφ類，そのଞ一೥生
。く୎効をࣔす޿૲を中心に෯ࡶ༿޿
多収ถ඼छの中には，トϦέトンܥの
に高感受性をࣔすࡎ型除૲֐11%્(��
඼छが存在することが明らかとなってい
るが，本成෼は৯用のδϟϙχカถにՃ
えて，インデΟカܥのࣂྉถや多収ถに
対しても，高い安全性を༗する。
その作用機作がৄࡉにௐ΂られ，
δϟϙχカ，インデΟカ඼छを໰わず
に存在する $:1��"� Ҩ఻ࢠによっ
てҴ体中で୤メνル化され，その後଎
やかにグルコース๊߹され，無֐化さ
れること，この $:1��"� Ҩ఻ࢠは
イωの生ҭステーδを໰わずに高発現
しているため，高いਫҴ安全性をࣔす
Պ学的根ڌを，自ࣾ自らの力で明らか
にしている。
また，໰題となっているスルϗχル
ウレアܥ除૲ࡎ（4Uࡎ）఍߅性ࡶ૲に
対する効果も高く，ਫҴに対してۃめ
て安全性が高いことから，田植同時ॲ
理や表面೻छ直೻ਫҴに೻छ時ॲ理΁
の適用など，これからのਫҴ用除૲ࡎ
のࠞ߹母ࡎとしてのల開が期待される。

	�
� ২෺࣭ܗస׵બൈϚʔΧʔ
ηοτ�1BM4FMFDU�

本マーカーセットは，自ࣾ開発の除
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૲ࡎ（ビスピϦόックφトϦウϜԘ）
に対して఍߅性をࣔすイω（඼छɿ金
ೆ෩）の培ཆࡉ๔から୯཭した変ҟ型
アセトೕࢎ߹成߬ૉҨ఻ࢠ（変ҟ型
"-4 Ҩ఻ࢠ）をબൈマーカーとした
ものである（ਤ ���）。
変ҟ型 "-4 Ҩ఻ࢠが導入されな
かったඇ࣭ܗ転׵体は，બൈ用ࢼ薬（ビ
スピϦόックφトϦウϜԘ）によって
確実にࢮރするので，目的とする࣭ܗ
転׵体のબൈが༰易である。従དྷの߅
生෺࣭଱性બൈマーカーに代わる安全
性に഑ྀした植෺由དྷの新規なબൈ技
術として，市ൢしている。

։ൃࡎͷਫҴআ૲͚޲಺ࠃ
ͷޙࠓͷల๬ʹ͍ͭͯ

わが国のਫҴ作におけるࡶ૲防除技
術は，すでにかなり高いレベルにୡし
ている。しかし，農業現場では，その
栽培技術一つをみても進าしつつあ
り，変化を続けている。技術が進าす
るときには，その変化はྑくもѱくも
様々なӨڹをもたらし，新たにղܾす
΂き໰題が生じるのがৗである。ྫえ
ば，ถ国での除૲ࡎ଱性作෺の登場は
ը期的で，農Ոに多大なԸܙをもたら
した一方，グϦϗαートに఍߅性をࣔ
すアマランαス類のຮԆという，新た
な໰題を生み出した事ྫにも，そのこ
とは見られる。

農薬メーカーにとって，農業現場で
今まさにىきている໰題を，まずଈ࠲
にղܾすることが，࠷もॏ要な課題と
なる。ط存の技術を工面しつつ，ղܾ
に݁びつける౒力をৗに行うことであ
る。しかし，それだけではকདྷの新た
な変化にଈ࠲に対応するには，ࠔ೉で
ある。গし先にىきる，さらにはその
先にىきる変化とӨڹを考える研究開
発を進める必要がある。それらの໰題
は，まさに今現在の課題からもつな
がっていると考える。このように，ৗ
に変化を予ଌして，新しい技術を૑੡，
開発して行くことが使໋である�。
研究所としてࡶ૲防除を考えると
き，農業全体の技術がどのように変化
していくのかを೦಄におき，それに対
して，今，Պ学技術をもって何を૑଄
す΂きなのかをৗに໰いつつ，新しい
૲防除技術の開発と実用化に取り組ࡶ
んでいきたいという。
そして，自ࣾݪ体の開発に力を注ぐ
とともに，ଞࣾからの導入ࡎの利用や
としてのコンビωーションおよࡎ߹ࠞ
び੡ࡎの性能評価から，ࢪ用๏の工夫，
の適用֦大など，農業現場の生ࡎ存ط
，者のχーζに応えることを೦಄に࢈
使い易さをॏ視した除૲ࡎをも意識し
ている。

ੜ෺Պֶڀݚॴͱͯ͠ͷ஍
Ҭࣾձ΁ͷ׆ݙߩಈ

研究所として地域とのつながりをॏ

視しており，地ݩのळࡇりには，地域
の԰୆（ंࢁ）を構内にটき入れ，໫
まきやࢠ供ୡ΁お՛ࢠ഑り౳を行って
いる。また，౦日本大਒ࡂのࢧԉの一
つとして，ٶ৓ݝ内でどんぐりを収ू
し，当研究所で苗木までҭてた後，౦
๺防除技術研究ࣨがओ体となり，ٶ৓
。内の৿ྛに植थしているݝ
੩Ԭݝ຀೭ݪ୆地の「せんがまͪ୨
田」は，世ք農業Ҩ࢈である఻౷的農
๏「茶૲場農๏」の構成地の一つにೝ
ఆされており，この୨田のอ全׆動に
取り組んでいる/10๏人のࢍॿձһ
として，୨田पลの૲מり作業౳の׆
動にڠ力している。
後に，今回の取材を快く受け入れ࠷
ていただき，半日という୹い時間なが
ら，生෺Պ学研究所の٠઒市とֻ઒市
にあるೋつの研究センターを効率よく
Ҋ内，આ明していただいた所௕のਗ਼ਫ
力ࢯ，農薬研究センター௕の中野༐थ
ୈ̍݉ୈޚ植෺੍，ࢯ �研究ࣨ௕の
খྛ方ඒࢯ，同ୈ̍研究ࣨの大野मೋ
研究センター௕の஑田ڥ؀・生໋，ࢯ
光੓ڥ؀，ࢯՊ学研究ࣨ௕のӉࠤඒஐ
າࢯ，όイオテクϊロδー研究ࣨ௕の
Տ߹ਗ਼ࢯと，全体をௐ整していただい
た本ࣾ開発推進部開発一課のੁݪलඒ
，にこころより感ँਃし্げる。なおࢯ
クミアイ化学のϗーϜペーδや �� ೥
࢙から一部をҾ用させていただいた。

注）同行者（ެࡒ）日本植෺ௐઅࡎ研究ڠձ
野ଜ୎࢙，Ծ୩ಓଇ

ਤ ���　�1BM4FMFDU ੡඼
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様々なӨڹをもたらし，新たにղܾす
΂き໰題が生じるのがৗである。ྫえ
ば，ถ国での除૲ࡎ଱性作෺の登場は
ը期的で，農Ոに多大なԸܙをもたら
した一方，グϦϗαートに఍߅性をࣔ
すアマランαス類のຮԆという，新た
な໰題を生み出した事ྫにも，そのこ
とは見られる。

農薬メーカーにとって，農業現場で
今まさにىきている໰題を，まずଈ࠲
にղܾすることが，࠷もॏ要な課題と
なる。ط存の技術を工面しつつ，ղܾ
に݁びつける౒力をৗに行うことであ
る。しかし，それだけではকདྷの新た
な変化にଈ࠲に対応するには，ࠔ೉で
ある。গし先にىきる，さらにはその
先にىきる変化とӨڹを考える研究開
発を進める必要がある。それらの໰題
は，まさに今現在の課題からもつな
がっていると考える。このように，ৗ
に変化を予ଌして，新しい技術を૑੡，
開発して行くことが使໋である�。
研究所としてࡶ૲防除を考えると
き，農業全体の技術がどのように変化
していくのかを೦಄におき，それに対
して，今，Պ学技術をもって何を૑଄
す΂きなのかをৗに໰いつつ，新しい
૲防除技術の開発と実用化に取り組ࡶ
んでいきたいという。
そして，自ࣾݪ体の開発に力を注ぐ
とともに，ଞࣾからの導入ࡎの利用や
としてのコンビωーションおよࡎ߹ࠞ
び੡ࡎの性能評価から，ࢪ用๏の工夫，
の適用֦大など，農業現場の生ࡎ存ط
，者のχーζに応えることを೦಄に࢈
使い易さをॏ視した除૲ࡎをも意識し
ている。

ੜ෺Պֶڀݚॴͱͯ͠ͷ஍
Ҭࣾձ΁ͷ׆ݙߩಈ

研究所として地域とのつながりをॏ

視しており，地ݩのळࡇりには，地域
の԰୆（ंࢁ）を構内にটき入れ，໫
まきやࢠ供ୡ΁お՛ࢠ഑り౳を行って
いる。また，౦日本大਒ࡂのࢧԉの一
つとして，ٶ৓ݝ内でどんぐりを収ू
し，当研究所で苗木までҭてた後，౦
๺防除技術研究ࣨがओ体となり，ٶ৓
。内の৿ྛに植थしているݝ
੩Ԭݝ຀೭ݪ୆地の「せんがまͪ୨
田」は，世ք農業Ҩ࢈である఻౷的農
๏「茶૲場農๏」の構成地の一つにೝ
ఆされており，この୨田のอ全׆動に
取り組んでいる/10๏人のࢍॿձһ
として，୨田पลの૲מり作業౳の׆
動にڠ力している。
後に，今回の取材を快く受け入れ࠷
ていただき，半日という୹い時間なが
ら，生෺Պ学研究所の٠઒市とֻ઒市
にあるೋつの研究センターを効率よく
Ҋ内，આ明していただいた所௕のਗ਼ਫ
力ࢯ，農薬研究センター௕の中野༐थ
ୈ̍݉ୈޚ植෺੍，ࢯ �研究ࣨ௕の
খྛ方ඒࢯ，同ୈ̍研究ࣨの大野मೋ
研究センター௕の஑田ڥ؀・生໋，ࢯ
光੓ڥ؀，ࢯՊ学研究ࣨ௕のӉࠤඒஐ
າࢯ，όイオテクϊロδー研究ࣨ௕の
Տ߹ਗ਼ࢯと，全体をௐ整していただい
た本ࣾ開発推進部開発一課のੁݪलඒ
，にこころより感ँਃし্げる。なおࢯ
クミアイ化学のϗーϜペーδや �� ೥
࢙から一部をҾ用させていただいた。

注）同行者（ެࡒ）日本植෺ௐઅࡎ研究ڠձ
野ଜ୎࢙，Ծ୩ಓଇ

ਤ ���　�1BM4FMFDU ੡඼

平成 30 年度水稲作関係除草剤試験成績中央判定会議は，

平成 30 年 12 月 12 日，13 日の 2 日間，浅草ビューホテル

において，適 1試験成績検討会は，これに先立ち平成 30 年

10 月 12 日に同浅草ビューホテルにて開催された ｡ ここに，

これら検討会における判定結果を報告する ｡

1)　第一次適用性試験 (適 1) は，北海道地域 (植調北海

道研究センター )，東北地域 (植調古川研究センター )，北

陸地域 (植調新潟試験地 )，関東・東海地域 (植調研究所 )，

近畿・中国・四国地域 ( 植調岡山研究センター )，九州地

域 ( 植調福岡研究センター ) の全国 6 地域および砂壌土条

件(植調研究所千葉支所)において，36薬剤(総点数238点)

が試験実施された ｡その結果は，第 2表のとおりである ｡

2)　第二次適用性試験 ( 適 2) は，のべ 500 薬剤 ( 総点

数 1,783 点 ) であり，その内訳を第 1 表にまとめた ｡ これ

ら適 2の判定結果は第 3表のとおりである ｡

ҕୗݧࢼ൑ఆ݁Ռ

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成30年度水稲作関係除草剤試験判定結果

平成 30 年度水稲作関係除草剤試験 判定
第 1表 平成 30 年度適２試験実施点数

 
 

平成 30 年度水稲作関係除草剤試験判定結果の概要 

(公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 

 
平成 30 年度水稲作関係除草剤試験成績中央判定会

議は，平成 30 年 12 月 12 日，13 日の 2 日間，浅草ビ

ューホテルにおいて，適 1 試験成績検討会は，これに

先立ち平成 30 年 10 月 12 日に同浅草ビューホテルに

て開催された｡ここに，これら検討会における判定結果

を報告する｡ 
 
1) 第一次適用性試験(適 1)は，北海道地域(植調北

海道研究センター)，東北地域(植調古川研究セ

ンター)，北陸地域(植調新潟試験地)，関東・東

海地域(植調研究所)，近畿・中国・四国地域(植

調岡山研究センター)，九州地域(植調福岡研究

センター)の全国 6 地域および砂壌土条件(植調

研究所千葉支所)において，36 薬剤(総点数 238

点)が試験実施された｡その結果は，第 2 表のと

おりである｡ 

 

2) 第二次適用性試験(適 2) は，のべ 500 薬剤(総

点数 1,783 点)であり，その内訳を第 1 表にまと

めた｡これら適 2 の判定結果は第 3 表のとおり

である｡ 

 
平成 30 年度水稲作関係除草剤試験判定 

第 1 表 平成 30 年度適 2 試験実施点数 

A-1S 移植栽培(問題雑草一発処理) 8 剤 169 点 A-4 特殊雑草対象 内訳  

    問題雑草のみ対象とした試験 (169 点中 48 点) アゼガヤ 4 剤 8 点 

A-1 移植栽培(一発処理) 93 剤 692 点 イボクサ 5 剤 8 点 

A-2 移植栽培(体系処理:初期) 1 剤 13 点 エゾノサヤヌカグサ 24 剤 24 点 

A-3 移植栽培(体系処理:中後期) 25 剤 111 点 オモダカ 53 剤 113 点 

A-4 移植栽培(特殊雑草対象) のべ 259 剤 397 点 キシュウスズメノヒエ 12 剤 22 点 

BB-1 直播水稲一発処理 8 剤 37 点 クサネム 8 剤 11 点 

B-1 直播栽培(移植 A-1 剤) 67 剤 198 点 クログワイ 43 剤 77 点 

B-2 直播栽培(移植 A-2 剤) 4 剤 18 点 コウキヤガラ 38 剤 59 点 

B-3 直播栽培(移植 A-3 剤) 23 剤 106 点 シズイ 36 剤 39 点 

B-4 直播栽培(その他) 1 剤 4 点 ミズアオイ 22 剤 22 点 

C  畦畔 2 剤 12 点 雑草イネ 14 剤 14 点 

D  耕起前等 6 剤 14 点    

E  休耕田 3 剤 12 点    

 

ฏ੒��೥౓ਫҴ܎ؔ࡞আ૲ݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　1�
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第 �表ࠉ平成 30 年度ࠉỈ✄㛵ಀ㝖ⲡ๣適 1試験ࠉ成⦼⤖ᯝࡵ࡜ࡲࡢ
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㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅
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ノ䝡エ㻠㻸 㻝㼗㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂
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䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻞 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻢㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻠㻑䠄㼣㻛㼢䠅

䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻟 㻿㻙㻥㻞㻞㻢㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻟㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻜㻚㻥㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻞㻑

䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻺㼛㻚
⸆剤ྡ䞉剤ᆺ
䠷ጤク఍♫䠹

実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻠 㻴㻻㻷㻙㻝㻤㻜㻝㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓䚷⢏
䚷シメ䝖䝸䞁䠖㻢㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻝㻜㻑
䚷䝖䝸ア䝣䜯モ䞁䠖㻞㻑
䚷䝧䞁䝣䝺䝉䞊䝖䠖㻝㻤㻑

䠷໭⯆໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿
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第 �表ࠉ平成 30 年度ࠉỈ✄㛵ಀ㝖ⲡ๣適 1試験ࠉ成⦼⤖ᯝࡵ࡜ࡲࡢ
第㻞表䚷平成㻟㻜年度䚷水稲関係除草剤適㻝試験䚷成⦼⤖ᯝの䜎と䜑

ノ
䝡
エ

カ
ヤ
䝒
䝸
グ
サ

コ
䝘
䜼
䚷
䠆

そ
の
他
ᗈ
ⴥ

䝬
䝒
䝞
イ

䝩
䝍
䝹
イ

ミ
ズ
ガ
ヤ
䝒
䝸

ウ
䝸
カ
ワ

ヒ
䝹
ム
シ
ロ

䝉
䝸

㻶
໭
ᾏ
㐨

㻶
ྂ
ᕝ

㻶
᪂
₲

植
ㄪ
◊

㻶
ᒸ
ᒣ

㻶
⚟
ᒸ

㻶
༓
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（
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）

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻝㼗㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻣 㻞㻡㻜㼓 䕦 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻡㻜㻜㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻝㻜 㻞㻡㻜㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻞㻡㻜㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻞㻡㻜㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

㻗㻜 㻞㻡㻜㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻡㻜㻜㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻞㻡㻜㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻞㻡㻜㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻡㻜㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

㻗㻟 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

䚺 㻞㻡㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䕿

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

㻗㻟 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻠㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

㻣 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝䚷䝣ロア䝤䝹
䚷᪤▱໬ྜ≀㻭䠖㻝㻚㻞㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻮䠖㻢㻚㻜㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻯䠖㻝㻚㻤㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻝㻤㻚㻜㻑䠄㼣㻛㼣䠅

䠷クミアイ໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻤 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷᪤▱໬ྜ≀㻭䠖㻜㻚㻤㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻮䠖㻟㻚㻜㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻯䠖㻜㻚㻥㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻥㻚㻜㻑

䠷クミアイ໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻥 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝䚷䝆䝱䞁ボ
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻡㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻚㻞㻡㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻡㻑

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻡 㻴㻻㻷㻙㻝㻤㻜㻞㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓䚷⢏
䚷イ䝥䝣䜵䞁カ䝹䝞ゾ䞁䠖㻝㻜㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻝㻞㻑
䚷䝣ロ䝹䝢ラウキシ䝣䜵䞁䝧䞁䝆䝹䠖㻞㻑

䠷໭⯆໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻢 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏䠅
䚷᪤▱໬ྜ≀㻭䠖㻞㻚㻠㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻮䠖㻝㻞㻚㻜㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻯䠖㻟㻚㻢㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻟㻢㻚㻜㻑

䠷クミアイ໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻝 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䚷䝆䝱䞁ボ
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻝㻡㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻠㻚㻡㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻝㻜㻑

䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻞 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻢㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻠㻑䠄㼣㻛㼢䠅

䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻟 㻿㻙㻥㻞㻞㻢㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻟㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻜㻚㻥㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻞㻑

䠷ఫ཭໬Ꮫ䠹

㻺㼛㻚
⸆剤ྡ䞉剤ᆺ
䠷ጤク఍♫䠹

実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻠 㻴㻻㻷㻙㻝㻤㻜㻝㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓䚷⢏
䚷シメ䝖䝸䞁䠖㻢㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻝㻜㻑
䚷䝖䝸ア䝣䜯モ䞁䠖㻞㻑
䚷䝧䞁䝣䝺䝉䞊䝖䠖㻝㻤㻑

䠷໭⯆໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿
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㻺㼛㻚
⸆剤ྡ䞉剤ᆺ
䠷ጤク఍♫䠹

実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䕦 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䕦 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂 䕿 䕿 䕦 䕿 䕦 䖂

㻗㻜 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

㻗㻟 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

䚺 㻠㻜㼓㽢㻞㻜ಶ㻔ಸ㔞㻕

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䖂 䕿 䖂 䕿

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻞㻸 㻝㼗㼓 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䖂

㻗㻜 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕦 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻗㻟 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䚺 㻠㻜㼓㽢㻞㻜ಶ㻔ಸ㔞㻕

ノ䝡エ㻟㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻠㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕦 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

㻝㻥 㻺㻯㻙㻢㻡㻠䚷䝆䝱䞁ボ
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻣㻚㻡㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻢㻚㻞㻡㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻚㻡㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻝㻢 㻺㻯㻙㻢㻡㻝䚷䝆䝱䞁ボ
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻝㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻡㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻚㻡㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻝㻣 㻺㻯㻙㻢㻡㻝䚷䝣ロア䝤䝹
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻜㻚㻤㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻠㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻝㻤 㻺㻯㻙㻢㻡㻞㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝔䝙䝹クロ䞊䝹䠖㻞㻑
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻞㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻟㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻝㻟 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻠㻑䠄㼣㻛㼢䠅

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻝㻠 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻜㻚㻥㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻞㻑

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻝㻡 㻹㻵㻴㻙㻝㻤㻝㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷シクロ䝢䝸モ䝺䞊䝖䠖㻟㻑
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻞㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻭䠖㻥㻚㻜㻑

䠷୕஭໬Ꮫアグロ䠹

㻝㻜 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻠㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻠㻑䠄㼣㻛㼢䠅

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻝㻝 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻞㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻜㻚㻥㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻞㻑

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻝㻞 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞䚷䝆䝱䞁ボ
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻠㻚㻡㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻝㻜㻑

䠷༠཭アグ䝸䠹
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㻶
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（
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㻺㼛㻚
⸆剤ྡ䞉剤ᆺ
䠷ጤク఍♫䠹

実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䕿

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䕦 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䕦 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䕿 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䕦 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㻡㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕦 䕦 䖂

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕦 䕦 䕦 䖂

㻗㻜 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻝㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕦 䖂 䕿 䖂 䕦 䖂 䖂

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䖂 䕦

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻣 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

㻞㻤 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻝䚷䝣ロア䝤䝹
䚷ラ䞁コ䝖䝸オ䞁䝘䝖䝸ウムሷ䠖㻠㻚㻞㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑

䠷▼ཎ⏘ᴗ䠈
䠆▼ཎ䝞イオサイエ䞁ス䠹

㻞㻡 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䚷䝣ロア䝤䝹
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻝㻚㻞㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻠㻑
䚷䝧䞁ス䝹䝣ロ䞁メ䝏䝹䠖㻝㻚㻠㻑

䠷᪥ᮏ㎰⸆䠹

㻞㻢 㻿㻮㻙㻡㻟㻝䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㼗㼓⢏䠅
䚷䝔䝙䝹クロ䞊䝹䠖㻝㻜㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻝㻜㻑

䠷エス䞉䝕䜱䞊䞉エス䚷䝞イオ䝔䝑ク䠹

㻞㻣 㻿㻮㻙㻢㻝㻠䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㼗㼓⢏䠅
䚷カ䝣䜵䞁ス䝖ロ䞊䝹䠖㻝㻡㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻝㻜㻑
䚷䝣ロ䝹䝢ラウキシ䝣䜵䞁䝧䞁䝆䝹䠖
㻞㻚㻡㻑

䠷エス䞉䝕䜱䞊䞉エス䚷䝞イオ䝔䝑ク䠹

㻞㻞 㻺㻯㻙㻢㻡㻡䚷䝣ロア䝤䝹
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻜㻚㻤㻑
䚷㻺㻯㻙㻢㻡㻟䠄᪂つ䠅䠖㻟㻚㻜㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻲䠖㻠㻚㻜㻑䠄㼣㻛㼣䠅

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻟 㻺㻯㻙㻢㻡㻡㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻜㻚㻠㻑
䚷㻺㻯㻙㻢㻡㻟䠄᪂つ䠅䠖㻝㻚㻡㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻲䠖㻞㻚㻜㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻠 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏䠅
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻞㻚㻠㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻤㻑
䚷䝧䞁ス䝹䝣ロ䞁メ䝏䝹䠖㻞㻚㻤㻑

䠷᪥ᮏ㎰⸆䠹

㻞㻜 㻺㻯㻙㻢㻡㻠䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻢㻚㻜㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻡㻚㻜㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻚㻜㻑䠄㼣㻛㼣䠅

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻝 㻺㻯㻙㻢㻡㻠㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻟㻚㻜㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻞㻚㻡㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻜㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹
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実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䕿

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䕦 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䕦 䖂 䕿 䖂 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䕿 䕿 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䕿 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䕦 䖂 䕦 䖂

㻗㻜 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㻡㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻡㼓㽢㻝㻜ಶ 䕿 䕿 䖂 䕦 䕦 䖂

㻗㻜 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕿 䖂 䕦 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕦 䕿 䕦 䕦 䕦 䖂

㻗㻜 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻝㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

㻗㻟 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 㻞㻜㼓㽢㻞㻜ಶ䠄ಸ㔞䠅

㻗㻡 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻞㻜㼓㽢㻝㻜ಶ 䕦 䖂 䕿 䖂 䕦 䖂 䖂

㻗㻡 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿 䖂 䕦

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

㻗㻣 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

ノ䝡エ㻟㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䖂 䕿 䕿 䖂 䕿 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻡㻜㻜㼙㻸 䕿 䕿 䕿 䖂 䕿 䕦 䖂

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㻭
一発処理

㻞㻤 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻝䚷䝣ロア䝤䝹
䚷ラ䞁コ䝖䝸オ䞁䝘䝖䝸ウムሷ䠖㻠㻚㻞㻑
䚷䝥ロ䝢䝸ス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻤㻑

䠷▼ཎ⏘ᴗ䠈
䠆▼ཎ䝞イオサイエ䞁ス䠹

㻞㻡 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䚷䝣ロア䝤䝹
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻝㻚㻞㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻠㻑
䚷䝧䞁ス䝹䝣ロ䞁メ䝏䝹䠖㻝㻚㻠㻑

䠷᪥ᮏ㎰⸆䠹

㻞㻢 㻿㻮㻙㻡㻟㻝䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㼗㼓⢏䠅
䚷䝔䝙䝹クロ䞊䝹䠖㻝㻜㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻝㻜㻑

䠷エス䞉䝕䜱䞊䞉エス䚷䝞イオ䝔䝑ク䠹

㻞㻣 㻿㻮㻙㻢㻝㻠䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㼗㼓⢏䠅
䚷カ䝣䜵䞁ス䝖ロ䞊䝹䠖㻝㻡㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻝㻜㻑
䚷䝣ロ䝹䝢ラウキシ䝣䜵䞁䝧䞁䝆䝹䠖
㻞㻚㻡㻑

䠷エス䞉䝕䜱䞊䞉エス䚷䝞イオ䝔䝑ク䠹

㻞㻞 㻺㻯㻙㻢㻡㻡䚷䝣ロア䝤䝹
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻜㻚㻤㻑
䚷㻺㻯㻙㻢㻡㻟䠄᪂つ䠅䠖㻟㻚㻜㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻲䠖㻠㻚㻜㻑䠄㼣㻛㼣䠅

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻟 㻺㻯㻙㻢㻡㻡㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷᪤▱໬ྜ≀㻰䠖㻜㻚㻠㻑
䚷㻺㻯㻙㻢㻡㻟䠄᪂つ䠅䠖㻝㻚㻡㻑
䚷᪤▱໬ྜ≀㻲䠖㻞㻚㻜㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻠 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䚷䝆䝱䞁ボ
䠄ව㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏䠅
䚷オキサ䝆クロメ䝩䞁䠖㻞㻚㻠㻑
䚷䝔䝣䝸䝹䝖䝸オ䞁䠖㻤㻑
䚷䝧䞁ス䝹䝣ロ䞁メ䝏䝹䠖㻞㻚㻤㻑

䠷᪥ᮏ㎰⸆䠹

㻞㻜 㻺㻯㻙㻢㻡㻠䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻢㻚㻜㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻡㻚㻜㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻞㻚㻜㻑䠄㼣㻛㼣䠅

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹

㻞㻝 㻺㻯㻙㻢㻡㻠㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻟㻚㻜㻑
䚷䝨䞁䝖キサゾ䞁䠖㻞㻚㻡㻑
䚷メ䝍ゾス䝹䝣ロ䞁䠖㻝㻚㻜㻑

䠷᪥⏘໬Ꮫ䠹
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実施ሙᡤูホ౯䈜

実⏝ᛶのホ౯

㻭䠖実⏝໬のྍ⬟ᛶ䛒䜚
㻮䠖実⏝໬䛻䛿問題䛒䜚

処理᫬期 ⸆㔞

䈜実施ሙᡤูホ౯䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂䖂䠖実⏝ᛶ䛒䜚と判᩿䛥䜜䜛䜒の䚸䕿䠖᭷ᮃ䛰䛜年ḟኚືの☜ㄆ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸䕧䠖問題点䛜䛒䜚䚸䛥䜙䛻᳨ウ䛜ᚲせ䛺䜒の䚸㽢䠖実⏝ᛶの䛺䛔䜒の䚷䛃䜢表䛩䚹
対象草✀䠆䛿໭ᾏ㐨䛷䛿ミズアオイ䛷実施䚹

対䚷象䚷草䚷✀

㻙㻣䊻後 㻡㻜㻜㼙㻸䊻後 䖂 䕿 䕦 䖂 䖂 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅䊻後

㻗㻜䊻後 㻡㻜㻜㼙㻸䊻後 䖂 䖂 䕿 䕿 䖂 䕦 䖂

䚺 㻝㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅䊻後

ノ䝡エ㻝㻸䊻後 㻡㻜㻜㼙㻸䊻後 䖂 䖂 䕿 䕿 䕿 䖂 䖂

前䊻㻗㻝㻡 前䊻㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 前䊻㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅

前䊻㻗㻠㻜 前䊻㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

前䊻㻗㻡㻡 前䊻㻝㼗㼓 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

䡶䢁䡳䢚㻡㻸 㻝㼗㼓

䡶䢁䡳䢚⯚ᙧ㻞㻸 㻝㼗㼓

前䊻㻗㻞㻜 前䊻㻝㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 前䊻㻞㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

前䊻㻗㻠㻜 前䊻㻝㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻡㻸 㻝㻜㻜㼙㻸

ノ䝡エ㻢㻸 㻝㻜㻜㼙㻸

前䊻㻗㻝㻡 前䊻㻝㻜㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 前䊻㻞㻜㻜㻜㼙㻸䠄ಸ㔞䠅

前䊻㻗㻠㻜 前䊻㻝㻜㻜㻜㼙㻸 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻝㻜㻜㻜㼙㻸

ノ䝡エ㻡㻸 㻝㻜㻜㻜㼙㻸

前䊻㻗㻣 前䊻㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 前䊻㻞㼗㼓

前䊻㻗㻞㻡 前䊻㻝㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻟㻸 㻝㼗㼓

ノ䝡エ㻠㻸 㻝㼗㼓

前䊻㻗㻞㻜 前䊻㻝㻚㻡㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

䚺 前䊻㻟㼗㼓

前䊻㻗㻠㻜 前䊻㻝㻚㻡㼗㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䖂 䖂

ノ䝡エ㻠㻸 㻝㻚㻡㼗㼓

ノ䝡エ㻡㻸 㻝㻚㻡㼗㼓

初䊻㻗㻞㻜 初䊻㻞㻡㻜㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䕿

䚺 初䊻㻡㻜㻜㼓䠄ಸ㔞䠅

前䊻㻗㻠㻜 前䊻㻞㻡㻜㼓 䖂 䖂 䕿 䖂 䖂 䕿 䖂

ノ䝡エ㻟㻚㻡㻸 㻞㻡㻜㼓

ノ䝡エ㻠㻸 㻞㻡㻜㼓

䢊䡼䢕䡮㻝㻡㼏㼙 㻞㻡㻜㼓

䢊䡼䢕䡮㻞㻜㼏㼙 㻞㻡㻜㼓

㻗㻜䊻後 㻝㼗㼓䊻後 䕿 䖂 䖂

䚺 㻞㼗㼓䠄ಸ㔞䠅䊻後

ノ䝡エ㻞㻸䊻後 㻝㼗㼓䊻後 䕦 䖂 䖂

ノ䝡エ㻞㻚㻡㻸䊻後 㻝㼗㼓䊻後 䕦 䖂 䖂

䈜ᮏ剤䠖ᩓᕸ水㔞㻝㻜㻜㻸㻛㻝㻜㼍

䈜ᮏ剤䠖ᩓᕸ水㔞㻝㻜㻜㻸㻛㻝㻜㼍

㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿 䕿 䕿
（
䕿

）

䕿 䕿 䕿
（
䕿

）

䕿
（
䕿

）

㻭
体系処理㻔初期㻕
䈜‣水直播

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿
㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿

㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
（
䕿

）

㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿

㻭
体系処理㻔初期㻕

䕿 䕿 䕿
（
䕿

）

䕿 䕿 䕿
㻭
体系処理㻔中䡡後期㻕

䕿 䕿 䕿䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

㻟㻠 㻶㻭㻯㻙㻜㻢䝆䝱䞁ボ䠄ව㻝㼗㼓⢏䠅
䠄㻝㻚㻡㼗㼓㻛㻝㻜㼍処理䠅
䚷シ䝝ロ䝩䝑䝥䝤䝏䝹䠖㻝㻚㻤㻑

䠷᪥ᮏアグロサ䞊䝡ス䠹

㻟㻡 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻟㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓䚷⢏
䚷シメ䝖䝸䞁䠖㻝㻞㻑
䚷䝢䝸ミス䝹䝣䜯䞁䠖㻟㻑
䚷䝣䜵䞁キノ䝖䝸オ䞁䠖㻝㻜㻑

䠷クミアイ໬Ꮫᕤᴗ䠹

㻟㻢 㻷㻼㻼㻙㻝㻟㻟㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷メ䝍ミ䝩䝑䝥䠖㻜㻚㻞㻟㻑
䚷䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁䠖㻞㻑

䠷⛉◊〇⸆䠹

㻟㻝 㻶㻭㻯㻙㻜㻠䚷㻱㼃
䚷シ䝝ロ䝩䝑䝥䝤䝏䝹䠖㻟㻜㻑

䠷᪥ᮏアグロサ䞊䝡ス䠹

㻟㻞 㻶㻭㻯㻙㻜㻡䚷㻹㻱ᾮ
䚷シ䝝ロ䝩䝑䝥䝤䝏䝹䠖㻟㻑
䚷䝧䞁䝍ゾ䞁䝘䝖䝸ウムሷ䠖㻞㻜㻑

䠷᪥ᮏアグロサ䞊䝡ス䠹

㻟㻟 㻶㻭㻯㻙㻜㻢䚷䝆䝱䞁ボ䠄ව㻝㼗㼓⢏䠅
䚷シ䝝ロ䝩䝑䝥䝤䝏䝹䠖㻝㻚㻤㻑

䠷᪥ᮏアグロサ䞊䝡ス䠹

㻞㻥 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻟䚷䝣ロア䝤䝹
䚷䝢ラクロ䝙䝹䠖㻡㻑
䚷䝆メ䝍メ䝖䝸䞁䠖㻝㻑䠄㼣㻛㼢䠅

䠷༠཭アグ䝸䠹

㻟㻜 㻰㻭㻴㻙㻝㻤㻜㻝㻙㻝㼗㼓䚷⢏
䚷䝣ロ䝹䝢ラウキシ䝣䜵䞁䝧䞁䝆䝹䠖
㻜㻚㻡㻑

䠷ダウ䞉アグロサイエ䞁ス᪥ᮏ䠹
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㻭㻙㻝㻿 㻷㼅㻴㻙㻝㻟㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴㻙㻝㻠㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䝆䝱䞁ボ 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝㻿 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢䝆䝱䞁ボ 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢䝣ロア䝤䝹 㻿㻙㻥㻞㻞㻢㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝㻿 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻮㻯㻴㻙㻝㻡㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻮㻯㻴㻙㻝㻡㻞䝣ロア䝤䝹 㻴㻻㻷㻙㻜㻤㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻮㻯㻴㻙㻝㻡㻠㻙㻝㼗㼓⢏ 㻮㻯㻴㻙㻝㻢㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻞䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻞㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻴㻻㻷㻙㻜㻤㻜㻝㻔㻸㻕䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻠㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻟㻙㻝㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻞㻝䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻴㻻㻷㻙㻝㻡㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻡㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻖 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻞䝣ロア䝤䝹 㻷㼁㻴㻙㻝㻜㻟䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻤㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻷㼁㻴㻙㻝㻞㻝䝣ロア䝤䝹 㻷㼁㻴㻙㻝㻡㻝䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝䝣ロア䝤䝹 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻷㼁㻴㻙㻝㻡㻝䝣ロア䝤䝹 㻷㼁㻴㻙㻝㻡㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞䝆䝱䞁ボ 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻝䝆䝱䞁ボ䠋㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻝㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴㻙㻝㻤㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻞䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻺㻯㻙㻢㻡㻝䝆䝱䞁ボ 㻺㻯㻙㻢㻡㻝䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻖 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻞䝣ロア䝤䝹 㻷㼁㻴㻙㻝㻢㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻺㻯㻙㻢㻡㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻺㻯㻙㻢㻡㻠䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻢㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻷㼅㻴㻙㻝㻢㻜㻝䝣ロア䝤䝹 㻺㻯㻙㻢㻡㻠䝣ロア䝤䝹 㻺㻯㻙㻢㻡㻠㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻷㼅㻴㻙㻝㻢㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻺㻯㻙㻢㻡㻡䝣ロア䝤䝹 㻺㻯㻙㻢㻡㻡㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻝䝣ロア䝤䝹 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻺㻴㻙㻝㻤㻟㻜䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻞䝆䝱䞁ボ 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻞䝣ロア䝤䝹 㻿㻮㻙㻢㻝㻟㻙㻝㼗㼓⢏ 㻿㻮㻙㻢㻝㻠䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻷㼅㻴㻙㻝㻣㻜㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴㻙㻝㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻞䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻹㻵㻴㻙㻝㻝㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴㻙㻝㻢㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻹㻵㻴㻙㻝㻢㻞䝣ロア䝤䝹 㻹㻵㻴㻙㻝㻢㻟䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻺㻯㻙㻢㻟㻤䝆䝱䞁ボ 㻺㻯㻙㻢㻟㻤㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻺㻯㻙㻢㻟㻥䝣ロア䝤䝹 㻖 㻺㻯㻙㻢㻡㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻺㻯㻙㻢㻡㻞䝣ロア䝤䝹 㻺㻴㻙㻝㻡㻟㻜䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻺㻴㻙㻝㻢㻟㻜䝆䝱䞁ボ 㻺㻴㻙㻝㻢㻟㻜㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻺㻴㻙㻝㻣㻟㻜㻙㻝㼗㼓⢏ 㻻㻭㼀㻙㻜㻟㻜㻞䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻻㻭㼀㻙㻜㻟㻜㻞䝣ロア䝤䝹 㻻㻭㼀㻙㻜㻤㻜㻟㻙㻜㻚㻞㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻼㻿㻿㻔㻸㻕㻰⢏ 㻿㻙㻥㻞㻜㻟䝆䝱䞁ボ

㻭㻙㻝 㻿㻙㻥㻞㻜㻟䝣ロア䝤䝹 㻿㻙㻥㻞㻜㻟㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻿㻮㻙㻢㻝㻟䝣ロア䝤䝹 㻿㻮㻙㻢㻝㻠䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝 㻿㻮㻙㻢㻝㻠㻙㻝㼗㼓⢏ 㻿㻸㻙㻝㻜㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻿㻸㻙㻝㻢㻜㻞㻙㻝㼗㼓⢏ 㻖 㻿㼅㻶㻙㻞㻥㻝䝆䝱䞁ボ㻛㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻖 㻿㼅㻶㻙㻞㻥㻝㻙㻜㻚㻞㻡㼗㼓⢏ 㻖 㻿㼅㻶㻙㻞㻥㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻷㼅㻴㻙㻜㻥㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻜㻜㻞㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻴㻻㻷㻙㻝㻜㻜㻞㻔㻸㻕㻙㻝㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷㻙㻝㻝㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻴㻻㻷㻙㻝㻠㻜㻝䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻞 㻷㼅㻴㻙㻝㻤㻜㻟䝣ロア䝤䝹

䚷䚷ὀ䠅移植水稲䛷䛿䠒ᆅᇦ䠄໭ᾏ㐨䠈ᮾ໭䠈໭㝣䠈関ᮾ䞉ᮾᾏ䠈㏆␥䞉中ᅜ䞉ᅄᅜ䠈஑ᕞ䠅䛔䛪䜜䛛䛷䠈䜎た䠈直播水稲䛷䛿
䚷䚷䚷䚷‣水直播䠈஝田直播䛔䛪䜜䛛䛷䛂実䡡⥅䛃と判定䛥䜜た⸆剤䜢グ㍕した䚹
䚷䚷㻌䚷㻌䜎た䠈ᮏ年度初䜑䛶䛂実䞉⥅䛃判定䛥䜜た⸆剤䛻䛿䛂㻖䛃䜢グした䚹

実䚷䞉䚷⥅
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㻭㻙㻝㻿 㻷㼅㻴㻙㻝㻟㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴㻙㻝㻠㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䝆䝱䞁ボ 㻿㻙㻥㻞㻞㻢䝣ロア䝤䝹

㻭㻙㻝㻿 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢䝆䝱䞁ボ 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢䝣ロア䝤䝹 㻿㻙㻥㻞㻞㻢㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝㻿 㻖 㻿㻙㻥㻠㻡㻢㻙㻝㼗㼓⢏

㻭㻙㻝 㻮㻯㻴㻙㻝㻡㻝㻙㻝㼗㼓⢏ 㻮㻯㻴㻙㻝㻡㻞䝣ロア䝤䝹 㻴㻻㻷㻙㻜㻤㻜㻝䝆䝱䞁ボ 㻴㻻㻷㻙㻝㻣㻜㻝㻙㻝㼗㼓⢏
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

一೥生ࡶ૲のछࢠから生じた苗と，մܪなどのӫཆൟ৩体
から๖ժした多೥生ࡶ૲の苗とでは体のαイζがҟなるため
に，除૲ࡎの適用にࡍして薬ྔやॲ理時期をผにઃఆするこ
とがしばしばある。除૲ࡎの適用性ݧࢼにおいては，評価の
対৅となるࡶ૲छについて発生するྔやফ௕を，ෳ਺のݧࢼ
۠間でՄ能な限りۉ౳にすることがٻめられる。一೥生ࡶ૲
に関しては事前にछࢠを೻くことで対応できるが，多೥生ࡶ
૲の場߹，ਫの੾れることのないਫ田৚݅ではともかくാや
཮৚݅では，「մܪなどのຒめࠐみ」による対応はきわめて
೉しい。そこで，྘地，थԂ地などで多೥生ࡶ૲を対৅とす
る除૲ࡎの適用性ݧࢼの担当者は，多೥生のࡶ૲छがまん΂
んなく発生するような۠ݧࢼの確อ・ҡ࣋・؅理に大変な౒
力を෷うことになる。
νξミβα（ένξミβαɹO p l is m e nu s  u nd u l a tif ol iu s �RPFN��
FU��4DIVMU�ɹਤ ��）は，྘地やथԂ地用の除૲ࡎ適用性ݧࢼ
において「イωՊ多೥生ࡶ૲」のݧࢼ事ྫを提供してきたが，
ある時の成੷ݕ౼ձである担当の方が「当研究所では今೥か
らνξミβαを一೥生ࡶ૲にѻう。」とおっしΌった。そこで，
植෺ਤؑなどでのνξミβαの生׆型の記載をरうと，「一
೥生」の記載は͝くগなく，「多೥生」とするものが多਺であっ
た（表 ��）。インターωットでࡧݕすると，8JLJQFEJB で「一

೥生（���� ೥ 3݄ �� 日ɹアクセス確ೝ）」と記される΄か，
植෺ࣸਅのϒログなどでは྆者がࠞ在するようだ。多くのਤ
ؑ類の中では「຀野日本植෺ᅷؑɹ����（�൛）」が，「・・・
᜖ϊ下部ハ地面χԣթ჊჋シઅϤϦᱹ根Ϯ下シ࣭ߗχシテౙ
モރζ・・・」と，「多೥生」とした根ڌをड़΂ている。植

《第16回》

イネ科雑草チヂミザサの冬越し

ਤ ��　��ΠωՊࡶ૲νξϛβαͷશܗʢ"ɿग़ึɾ։Ֆظɼ#ɿӽౙதɼ
εέʔϧɿ�ᶲʣ

Ⲉᇛ┴∵ஂᕷ
᯽⏣⏫
2016ᖺ9᭶ୗ᪪

༓ⴥ┴᯽ᕷ
⠛⡲⏣
201ϴᖺ12᭶ୗ᪪
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表Ͳ1 ୺せ䛺᳜≀ᅗ㚷䛺䛹䛷の䝏䝐䝭䝄䝃の⏕άᆺのグ㍕

一年生

一年生または多年生

生活型記載なし

日本イネ科植物図譜：長田武正：1989，イネ科ハンド
ブック：木場英久・茨木靖・勝山輝男：2011

日本の野生植物　Ⅰ　草本　単子葉類：佐竹義輔・
大井次三郎・北村四郎・亘理俊次・冨成忠夫：1982，
新日本植物誌：大井次三郎・北川政夫改訂：1983，改
訂新版　日本の野生植物　２：大橋広好・門田裕一・
木原浩・邑田仁・米倉浩司：2016

普通植物圖解：小笠原利孝：1909，野外植物：東京博
物學研究會編：1910，増訂　最新圖説　内外植物誌：
齋田功太郎・佐藤禮介：1934，日本草本植物総検索誌
＜単子葉篇＞：杉本順一：1973，新訂　図解植物観察
事典：家永善文・岡村はた・橋本光政・平畑政幸・藤
本義昭・前田米太郎・ 室井綽：1993

多年生
科属検索　日本植物誌：牧野富太郎・田中貢一：
1928，全植物圖鑑：博物學研究會：1928，内外植物原
色大圖鑑　第十巻：村越三千男：1934，牧野日本植物
圖鑑　4版：牧野富太郎：1944，原色植物検索図鑑：
矢野佐・石戸忠：1966，日本雑草図説：笠原安夫：
1968，イネ科植物生態図譜Ⅱ：桑原義晴：1975，平凡
社版　寺崎日本植物図譜：奥山春季編：1977，日本の
野草：林弥栄編　畔上能力・菱山忠三郎：1983，新訂
増補　原色野外植物図譜３：奥山春季：1984，フィー
ルド図鑑　植物①　人里の植物：奥田重俊・武田良
平：1985，学研生物図鑑　野草Ⅱ　単子葉類　1990
改訂版：本田正次：1990，野草大図鑑：高橋秀男：
1990，新版　日本原色雑草図鑑：沼田真・𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷長人：
1992，原色日本植物図鑑　草本編Ⅲ　改訂51刷：北村
四郎・村田源・小山鐡夫：1992，朝日百科　植物の世
界　10：小山鐡夫：1997，改訂増補　フィールドベス
ト図鑑　日本の野草　2　夏：矢野亮：2009，季節・
生育地でひける　野草・雑草の事典　5３0種：金田初
代・金田洋一郎：2013，新分類　牧野新日本植物図
鑑：牧野富太郎・邑田仁・米倉浩司：2017

ද ��　�ओཁͳ২෺ਤؑͳͲͰͷνξϛβαͷੜܕ׆ͷࡌه
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ද ��　�ओཁͳ২෺ਤؑͳͲͰͷνξϛβαͷੜܕ׆ͷࡌه

࿈ࡌɾࡶ૲ͷΑ΋΍·　ୈ1�ճ　��

෺の生׆型をจݙの਺だけで൑அするわけにもいかないの
で，「ౙモރζ」の実ଶを確かめる΂く，���� ೥から ��೥
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ਤ ��　�ଟ༷ͳੜҭڥ؀ԼͰӽౙ͢Δνξϛβα

ᶞᮌの᰿ඖ
⛅⏣ᕷ༓⛅බᅬ
2Ϭ1ϵᖺ1᭶ୖ᪪

᫂䜛䛔ᯘᗋ
᯽ᕷᡭ㈡のୣබᅬ
2Ϭ1ϴᖺ12᭶ୗ᪪

⏕ᇉの᰿ඖ
ᯇᮏᕷ୰ኸ
2Ϭ1ϵᖺ2᭶ୖ᪪

ᕷ⾤ᆅのⰼቭ
ᩥி༊᰿ὠ
2Ϭ1ϵᖺ2᭶ୗ᪪

ὶᒣᕷຍ
2Ϭ1ϵᖺ1᭶ୖ᪪

ᅄ᪥ᕷᕷ㬼の᳃
2Ϭ1ϵᖺ2᭶ୗ᪪

ᯇᮏᕷ୰ኸ
2Ϭ1ϵᖺ2᭶୰᪪

௝ྎᕷᐑᇛ㔝༊
2Ϭ1ϵᖺ1᭶ୖ᪪

⛅⏣ᕷ༓⛅බᅬ
2Ϭ1ϵᖺ1᭶ୖ᪪

∵ஂᕷ⤖᮰⏫
2Ϭ1ϵᖺ3᭶ୖ᪪

᯽ᕷ⠛⡲⏣
2Ϭ1ϴᖺ12᭶ୗ᪪

ᩥி༊ᓥ‮
2Ϭ1ϵᖺ2᭶ୗ᪪

ᯇᮏᕷ୰ኸ
2Ϭ1ϵᖺ2᭶୰᪪
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ձͩΑΓڠ˙
˙தؒݱ஍ݕ౼ձ
（水稲除草剤関係）
●北海道地域
　2019年	6月	26	日(水)	～27	日(木)
　　北海道（比布町，旭川市，長沼町，岩見沢市）
●東北地域
　2019年	6月	17	日(月)	～	 18	日(火)　山形県
●北陸地域
　2019年	6月	20	日(木)	～	 21	日(金)　新潟県
●関東・東海地域
　2019年	7月	 1	日(月)	～	 		2	日(火)　埼玉県
●近畿中国四国地域
　2019年	6月	13	日(木)	～	 14	日(金)　徳島県
●九州地域
　2019年	7月	23	日(火)	～	 24	日(水)　長崎県

（畑作除草剤関係）
●北海道地域
　2019年	6月	10日（月）～	11	日（火）
　　北海道（長沼町，芽室町）

ձ౳ڀݚ˙
˙೶ༀ֐ة๷ࢭʹؔ͢Δߨԋձ
－農薬暴露に係わる最新事情／農取法改正を受けて－
　日時：2019年6月12日（水）13：30～17:00
　場所：日本教育会館707号室
　　　　東京都千代田区一橋2−6−2
　主催：農薬工業会　安全対策委員会
　内容：2019	年度農薬危害防止運動について（仮）
　　　　（農林水産省	農産安全管理課	農薬対策室）
　　　　ミツバチに対する農薬の影響評価
　　　　　－その変遷と危害対策としての有用性－
　　　　　中村　純（玉川大学農学部	）
　　　　農薬のドリフト低減に配慮した散布技術（仮）
　　　　　水上　智道（農研機構果樹茶業研究部門）
　参加申込み：
　　		2019年	6月	7日(金)までに	E-mailで	農薬工業会事務局	

加藤	(kato@jcpa.or.jp	 )	宛に会社名・所属・氏名・電
話番号・メールアドレスを添えてお申込みください。

ਪਐ෦ձ࢈෺ੜ࡞ਪਐձٞڀݚݧࢼۀ೶ࠃ࢛ࠃதـۙ˙
໰୊ผڀݚձ
（中国・四国雑草研究会例会，植調近畿中国四国支部研修会
との合同開催）
　日時：2019年6月14日（金）13:20～16:00
　場所：阿波観光ホテル
　　　　徳島県徳島市一番町3-16-3
　講演プログラム：
　　水田雑草の発生実態の調査と方法
　　　稲垣　貴之（植調研究所）
　　近畿中国四国地域における水稲用除草剤試験の動向
　　　赤澤　昌弘（植調岡山研究センター）
　　ドローンによる水田環境の観測と植生の定量評価
　　　渡邉　修（信州大学）
　参集範囲：
　　		近畿中国四国地域各府県試験研究機関及び行政関係部

局，関係大学，農政局，国立研究開発法人試験研究機
関，農業者，その他部会長が認める者

　参加申込み：
　　		2019年5月31日（金）までに必要事項（所属，職名，

氏名，メールアドレス）を記載の上，下記宛にFAX，
Ｅ-mail又は郵便にてご連絡ください。

　注		）植調近中四支部研修会並びに中国・四国雑草研究会
例会へ参加申し込みの方は，二重の申し込みの必要は
ありません。

　連絡先：〒721-8514　広島県福山市西深津町６－12－１
　　　　　農研機構西日本農業研究センター
　　　　　水田作研究領域　伏見昭秀
　　　　　TEL：084-923-5342　FAX：084-924-7893
　　　　　E-mail：fushimi@affrc.go.jp
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■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
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 5&- 03-3833-1821



61��　২ௐ　7PM���
�/P�ʢ����


ձͩΑΓڠ˙
˙தؒݱ஍ݕ౼ձ
（水稲除草剤関係）
●北海道地域
　2019年	6月	26	日(水)	～27	日(木)
　　北海道（比布町，旭川市，長沼町，岩見沢市）
●東北地域
　2019年	6月	17	日(月)	～	 18	日(火)　山形県
●北陸地域
　2019年	6月	20	日(木)	～	 21	日(金)　新潟県
●関東・東海地域
　2019年	7月	 1	日(月)	～	 		2	日(火)　埼玉県
●近畿中国四国地域
　2019年	6月	13	日(木)	～	 14	日(金)　徳島県
●九州地域
　2019年	7月	23	日(火)	～	 24	日(水)　長崎県

（畑作除草剤関係）
●北海道地域
　2019年	6月	10日（月）～	11	日（火）
　　北海道（長沼町，芽室町）

ձ౳ڀݚ˙
˙೶ༀ֐ة๷ࢭʹؔ͢Δߨԋձ
－農薬暴露に係わる最新事情／農取法改正を受けて－
　日時：2019年6月12日（水）13：30～17:00
　場所：日本教育会館707号室
　　　　東京都千代田区一橋2−6−2
　主催：農薬工業会　安全対策委員会
　内容：2019	年度農薬危害防止運動について（仮）
　　　　（農林水産省	農産安全管理課	農薬対策室）
　　　　ミツバチに対する農薬の影響評価
　　　　　－その変遷と危害対策としての有用性－
　　　　　中村　純（玉川大学農学部	）
　　　　農薬のドリフト低減に配慮した散布技術（仮）
　　　　　水上　智道（農研機構果樹茶業研究部門）
　参加申込み：
　　		2019年	6月	7日(金)までに	E-mailで	農薬工業会事務局	

加藤	(kato@jcpa.or.jp	 )	宛に会社名・所属・氏名・電
話番号・メールアドレスを添えてお申込みください。

ਪਐ෦ձ࢈෺ੜ࡞ਪਐձٞڀݚݧࢼۀ೶ࠃ࢛ࠃதـۙ˙
໰୊ผڀݚձ
（中国・四国雑草研究会例会，植調近畿中国四国支部研修会
との合同開催）
　日時：2019年6月14日（金）13:20～16:00
　場所：阿波観光ホテル
　　　　徳島県徳島市一番町3-16-3
　講演プログラム：
　　水田雑草の発生実態の調査と方法
　　　稲垣　貴之（植調研究所）
　　近畿中国四国地域における水稲用除草剤試験の動向
　　　赤澤　昌弘（植調岡山研究センター）
　　ドローンによる水田環境の観測と植生の定量評価
　　　渡邉　修（信州大学）
　参集範囲：
　　		近畿中国四国地域各府県試験研究機関及び行政関係部

局，関係大学，農政局，国立研究開発法人試験研究機
関，農業者，その他部会長が認める者

　参加申込み：
　　		2019年5月31日（金）までに必要事項（所属，職名，

氏名，メールアドレス）を記載の上，下記宛にFAX，
Ｅ-mail又は郵便にてご連絡ください。

　注		）植調近中四支部研修会並びに中国・四国雑草研究会
例会へ参加申し込みの方は，二重の申し込みの必要は
ありません。

　連絡先：〒721-8514　広島県福山市西深津町６－12－１
　　　　　農研機構西日本農業研究センター
　　　　　水田作研究領域　伏見昭秀
　　　　　TEL：084-923-5342　FAX：084-924-7893
　　　　　E-mail：fushimi@affrc.go.jp

広　 　　　場

植調第 53巻　第 2号

■ 発　行 2019 年 5 月 28 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 5&-�03-3832-4188　FAX	03-3833-1807
■ 発行人 宮下　淸貴
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016
　掲載記事・論文の無断転載および複写を禁止します。転載を希望される場合
は当協会宛にお知らせ願います。

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 5&- 03-3833-1821

　��



62��　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����




63��　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����
 　�1



64��　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����




��　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����




22

写真はミヤコグサ


	空白ページ



